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本州 西部の 方 言 

東 條  操 

第一章 束 西方 言 境界線 

玆に 本州 西部の 方言と 題して 記述す る 方言 は、 J^; 畿 地方 • 中國 地方 • 四 if 地方の 外に、 本州 中部 地方に 行 はれる 方 

言にまで 及ぶ ものである。 近畿 地方 • 中國 地方 • 四國 地方の 方言 を 一 括して 本州 西部 方言と 總稱 する こと は、 化 の 

力 ミガタ 

上方 言葉 又は 關西 方言と 云 ふ 意識に も 略 一 致して 居って 多くの 人の 首肯す る 事と 思 ふが、 本州 中部 地方の 方言 を 加へ 

た 事に ついては、 全く 便宜 的の 取扱で ある 事 を 最初に 御斷 りしたい。 これ は 國語方 一一 一一！： 擧の 分冊 を 定める 時に、 本州 

部 • 本州 西部 • 九州と 三部に 分けた 爲に、 束 部 方言と 西部 方言との 中間 地帶 とも 云 ふべき 本洲 中部 方言 を 何れ かに 附 

說す るの 止むな きに 至った 結娱 である (この 地方の 方 首の 記述 だけで 一 分冊 を 作る 事 も 不穩當 である )o 束. 部に 朿 北と 

關 東との 二方 言を收 めた 關係 上、 本册に 中部 地方の 方言 を說く 事と したので ある。 序說 として、 AJ の 中部 方言に ii 聯 

して まづ柬 西方 一 一 一一 0 境界線に ついて 一 言す る。  ， 

東西 方 言 接界線 
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東西 方： >:! 泣 界線 

. 本州 中部 方言 中で， 富 山 以西の 北陸 道の 方言 は 極めて 近畿 方言に 近い ものであって、 これ を 西部 方言と 兑る 事は不 

當 でない。 旣に li 語調 茶 委員 會の 口語 法 調 14 ^報告書の 口語 法 分布 圆槪觀 中に 方言 區 劃に 言及して、 . 

假 -1 仝！：  ノ 言語 區域 ヲ is- ?! -1 分 タン トス ル時ハ 大略、 越 中 飛 驊美濃 三 河 ノ 東 境 -1 沿 ヒ テ其 境界： i ヲ引 キ此線 以東 ヲ来部 方首ト 

シ、 以西 ヲ 西部 方 1:" ト ス ル コ トヲ ル が如シ 

と 記した 後で、 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

?,±.^:^ノ^-界線 ハ 北 方面 -I 於テ ハ概シ テ 比較的 I  一  0 定 ス ル ゲ 如クナ レ * ト モ 卿 道 方面 -I 於テ移 ス ク コ ト ル多ク 尾 張 三 河 

f: ^江 ノ如キ ハ© 々北 ハ所凝 ヲ變ズ ルコト ァリ、 又 山 方面 -I 於テモ 多少 ノ 出入 ァリテ 南 信 飛 驊美濃 ノ如キ ハ或ハ is- 方ノ 領域 一一 

入リ itr ノ 西方 ノ铽 域- 1 入ル コトァ リ尙ホ 越後 澄 S. 斐駿 河等ノ 西方 ノ所 トナリ 近畿^ 地方 ノ_5- 方ノ 所領 トナ ル コ トァリ …… 

然レバ北陸^3殊 -|越屮及ビ越後、 i5- 山道 ノ巾信 濃 (殊 一丁 M 信) 及ビ 美？ おく、  is- 海^  ノ中^ 极以？ ：(^- 一 遠 江 三 河お 張) 等ハ 向後、 以 

上ノ  方 ョ リノ  ，；^ 密ナ ル 調査 ヲ 要ス。 

と 述べて ある。 北陸方面の^5-西境界線にっぃては「國語と1:文擧」第1:卷第九號に川村榮太郞氏が越中方首の地位ほ北 

陸 道の is- 西方 言 分界線と 云 ふ 論文 を 揭げ、 訛音 • 敬 . 時 法の 一一： 觀點 から 兑 ての 調 水 ：- が 拐げ て あり、 その 語の 調 k せ 

について 氏 は、 

犬體、 北陸 は 類似の ものである。 …… 而し\、關西の敬；1^か使はれて關^3-の敬語が少ぃ。 

と 云 ふ 結果 を あげ、 東西 語法 の 二三の 對峙 について は 次の 如く 述べて あ る： 

過去の 思 ウタに 入 美 G„£.E 驟) 以 ia-ul 少く、 打消の^.;5ンは富山以两に多く、 着ネ H は 高 田 { ^なまで 行かなくて はない 樣 でもる。 乂 


来 北 系統の 命令形の 口 も 高 田 以西に はない。 

富 山 以西の 北陸 方面が 大體 西部 方言で ある 事 は 略、 知る 事が 出来る。 

然 らば 東 山 • 東海 方面に 於て はどう かと 云 ふと、 東 山の 方言に ついては 北 信に 關朿の 彩が 多く 南 信に 關 西 の 色彩 

が 多い と 信ぜられて 居る。 また 美 濃 は 大體關 西に 近く、 甲斐 は關 東に 近い やうで ある。 た^ 甲斐 は 郡 内地 方 を 除いて 

は 打消の 形式 は 「行 カン」 「行 力 ナンダ」 で 全く 關西 式で ある。 この 東 山道 方面 を 特 に 精^した 人 は 無い。 

東海道 方 ：® に 於け る 東西 兩方言 の 勢力の 消長に ついては 旣に本 講座の 方言 舉概說 の 三十 頁に 述べた 通り、 「ベ ィ」 は 

富士川に て 其 影 を沒し 形容詞 副詞 形 「善 ク」、 打消の 「ナイ」、 命令の 「こ は 遠 江 を 西 境と し、 三 河に 入れば 5: ゥ」 r ン」 

「ョ」 が 之に 代って 現 はれる。 然るに 指定の 「ダ」 や 促音の 音便 形 r 拂ッ タ」 など は 愛知 全縣 にな ほ 行 はれて： t= り 之が r ャ」 

となり r 拂 ウタ」 と 云 はれる の は 多く その 以西で ある。 また ァク セン ト について 服 部 四 郞氏は 「音 聲 の硏究 三 輯 所 fg 

の 近畿 ァクセ ントと 東方 アクセントとの 境界線なる 論文に 於て、 

長 島 (愛知) と藥名 (三重) は その 間に 拇斐 川^ 隔てて 居る だけで わるが 兩者 問に は ァクセ ントの 著しい 相 が 見られる。 

と 云 はれ、 ここに その 境界線 を 求めん として 居り、 「土の 香」 第五 周年 記念 號の 「方言 境 線の？^ 题 について」 と 云 ふ 論 

文に 於ても、 

三重 縣 北部の 桑 名の 方言と 長 鳥 の 方言との 間に は 近畿 方霄と 束 京方 言との ァクセ ントの 相違に も^ 敵す るァク セ ントの 相違が 

存 する。 卽ち この 地方に 於て は 雨 者の 間 流れる 揖斐 川に 著しい 方言 境界線が 存 すると 云 はなければ ならな い。 页 LL 興味 ある 

は それ ，，5 リ 少し 北の 三重 岐阜の 廳界 地方であって …： 縣 I ぶ リ南十 町 餘の香 取 (三 靈縣) は 純 粹の近 幾 ァタセ ント、 ^£五丁の杣 

東西 方 f_:t 境 界 線 
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le-  w 方 境界線 

井 (三 ま縣) も 大體近 幾 ァクセ ント なる に、 それ... * リ北十 町餘の 田 鹤 (岐阜 縣) は完 仝に 近い IB^ 方 ァクセ ント、 E 鶴の 來十丁 足ら 

すして is- 平賀 (三 苽驟) は 多少 不純で はもる が 近 幾 ァクセ ン 卜の 系統の ものが 行 はれて ねる。 …… -Ci; 次の 點に 注意すべき でも 

る、 ^界線 近くの 方 ァクセ ントの 行 にれ てね る 地方で に 「カツ タ」 (買) の 如き 促音 便 形 及び 指定 の 助動詞 「ジ ャ」 が 普通 用ね 

られ、 近 幾 ァクセ ントの 行 はれ てんる 地方で は 「 コ ー タ」 (買) の 如き ゥ 音便 形 及び 指定の 助動詞 「ャ」 が 川 ねられる。 

と 云 ふ 専資を 舉げて 平坦 地に 劃され た 縣界に 方言 境界線の ある is}^ を 驚くべき 事赏 として 指摘して ゐる。 氏 はかくて 愛 

知 • 三 m の 縣界に 束 西方 言の 境界線 を 認めん とする ものの やうで 「音 聲の 研究」 第 叫 八十 頁に は、  ， 

美 濃 三 河の m 境 附近 方 盲 上の 大きな^ 尿^と V. るよりも 上述の ァク セ ン ト^ 界ねズ ど 以て 之！. uns てる 方が t ケ常 であると 思 ふ。 

と 述べた。 

然るに 一 方、 松 師範の 宇 波 耕 策 氏 は 「土の いろ」 特輯の 遠 州 方言 研究に 濱名. 1 と 方言 分布なる 一 文 を 投じ、 其 中で 

濱名湖 巾 心 LL して 湖^で は 本州 5- 部 方言に 鹿す る ものな 使 川し、 西で は 本州 西部 方言 ITaf する ものな 使用し、 さう して^ 

北で は较 銜地帶 として i 西 兩方首 が 交^し 兩 方言.^ 併用 するとい ふ现 象の 赏 例 はいくつ も 拾 ふ 事が 出来る。 「よく 兌え る」 「よ 

う える」 に 於て 湖まで は 「よく」、 湖： € では 「よう」、 さう して 湖北で は； 响 者ん-併用して ねる。 ；… 「人が ねる」 「人が,^ る」 の對 

立、 「立って る」 「立つ とる」 の 對立は 略、 同様 でんる が、 「雨が 降らない」 「雨が 降らん」 の 二形 式に 於て に 「降らん」 の 形式に 八土 

湖岸に ゆ さ：^ リ 「ふらない」 の 形式に；^  「ふらん」 の 形式に 併用され て 湖東 地方に 存す るに 過お， な い。 巾-,. L に 全 湖岸に わ；^ つて 

^3^四-.^形式の併用されてんるものもぉる。 「|_^*<しれ」 「讀 まぜれ」 の 如き は卽 ちその 例で ある。 

と 述べた。 に アクセント につい て も 「土 の い ろ」 遠 州 方言 硏究號 第一 一 g: に r 濱名 湖と ァ ク セントの 分布」 と 題し 其 中で 


ァクセ ントの 分布に つ いて 大體 木曾川が 一 つの 大きな 境界線ん なして ねる と いふ |3| である。 さう マ ると 濱名湖 沿岸に 火體^ 部 

のァ クゼ ント に 隠す る ことになる。 - 、れ. ^寅 際につ いて D- ると  濱名湖 沿？. ^ 地方 は必 すし も關來 地方と 同 一 でない。 さう す 

るとめる單：^^叫のァク セ ントに 就いては 濱名 湖が^ 函 ァクセ ントの 境界線に なって- Q る： とも わる かも 如れ ない。 

と 述べ、 各種の 實例を あげて、 

以上の 分布 狀， 況 につ いて 见 るに 境界線 は 移動して はねる が 大體、 湖水 1^ 中央に して^ 西 LL 區 劃して ねる ので わる、 耍するに^_:3 

名 湖と いふ ものの 存在 は語龜 . 語法の 分布と 同じく ァ グ セ ントの 分布 も區 劃す る 原 W ん」 なして るので ある。 

と 結論して ある。 氏の 調査 例 は 三 音節 語が 多く、 湖東、 下 上 中型に 對し 湖西、 上屮 中型 を 示す ものである。 とにかく 

或 種の 語の ァクセ ン トが濱 名 湖 を 境界と して 對 時して ゐる 事が 分る。  . 

海道に 於け る 東西 方言の 分布 は 上記の 如く 複雜を 極め 錯綜して ゐ るが、 古來、 遠參の を 以て 風俗 言語の 分岐 點 

と兑 なして 居た。 濱松を 西に 可 美 村に 入る 八丁 啜 を その 境界と する 說も ある。 東海道 も 富士川まで は 闢^ の 色彩が 

く、 大 井川 • 天龍川と 越す に從 つて 漸く 西部の 形式 を 混じ、 名 湖の 今 切 を 越せば 著しく 西部 方言 的と なる ので、 鬼 

两 方言の 境界線 を くるならば、 やはり 遠參の 境に？ はくべき ものと 思 はれる。 萬 薬 集の 東歌に 遠 、江 歌の 入って ゐる寧 

を考 へる とこの 線の 歷 史的 重要性が 分る。  ， 

物類稱 呼に 美 濃 尾 張と 山城 近 江と を 言語の 境界と し、 宽 海道に て は マ K 名 を その 境界と する 說が见 える。 特に^^田 

正 生の 尾 張 地名 考卷- に は 「伊勢 近 江 西 美 濃 越 前加賀 より 西南の 國は 西！；  一 W なり、 また 張 束 美 濃 飛 越 中より 

束 北 は朿國 昔な り、 東西の 聲音は 上 聲と去 難と 反へ り」 と E ル える。 之 は アクセントに 着眼した 說 であらう。 

•  束 西方 首 境 界 線 
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.  中^ 方 S 

is 二 SII- 中部 方 言 

屮 部方霄 と は 北， 1 に 於て 富 山 石 川. 編 井の 三縣 、東 山に 於て 山 梨 長 野 岐阜 の 三縣、 束 海に 於 て 靜岡 愛知 の ニ縣の 方 ：一 目 

を總稱 する ものである。 この 中部 方 首 地方 は 前？ 4 に 述べた 如く 本州 ま 部 方言 地方と 本州 西部 方言 地方との 中 問 地帶に 

位する 爲に兩 方言の 影響 をう けて 居る 地方で あるが、 北陸 は IS る 西部 方： jE: 的で あり、 ずい 山 鬼 海 は 之に 比べ て 寧ろ 東部 

方言 的と 云へ る。 從 つて 之 を 北陸と is^ 山 束 海との 二  iHil に 分ける 事が 便利で ある。 近畿 方言との 關係 上、 先 づ東山 東海 

區を說 き、 次に 北 irm に 及びたい。 

〔 一  〕 東 山 東海 區 方言  . 

硏究 • 文献 本區の 方言 は 相 當に調 されて 居る。 特に 東海道に は豐 富な 材料が ある。 一 々の 方 一一 一一 n 誓 や 論文 を擧げ 

る餘白 はない が、 その 主耍 たぶ S 絞に 就て 一 言して la く。 靜岡縣 方言に il して は 明治 三十 ハ牛 代に 新 村 博士 や 保 科 敎授の 

調 があった が、 その 稿本が 來大 1： 語 硏究窒 で 震 火で 亡びた の は 誠に 殘 念な 審 である。 また 遠 江 方言に 就て は 松 下 博 

士が 遠、 江 文典と 云 ふ 硏究， -ゲ每 て 「新 國蔡」 に 速 載され た 事が あり、 標準 口語 法の 中に も 方言 を 引用され た條が ある。 利 

行書で は靜岡 師範と 靜岡 女子 師範の 共 調 茶になる 靜岡縣 方言 辭典 は 有名で ある、 た 同書に は 地名の 記入が おいて 

あるが、 男子 師範に 保 _1 ^されて 居る 原本に は 一 々の 記入が ある。 近く は 靜岡縣 方 一一 一一 〔集 を 出した 內田武 志 氏の 研究が 注 

意すべき ものである。 遠. 江 方言に つ いて は三囘 まで 遠 州 方言 研究の 特輯 を 出した 「土の いろ」 社の 飯 尾 氏の 功績 は沒す 

ベから ざる ものである。 同誌の 佐々 木淸治 氏の 遠 州の 方言 地域 や 丁 斑魚考 は、 宇 波 耕 策 氏の 濱名 湖と 方言 分布に 關す 
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る 論文と 共に 注意すべき ものである、 濱松 師範で は 宇波敎 論の 指導の 下に 語法 形式の 分布 を 調 木 した 事が ある。 if 者 

も靜 岡の 單語 • 音韻 • 語法 分布に つ い て は 之 を 調査した 事が ある。 

愛知 縣 では 岡田稳 氏が 昭和 六 年に 尾 三方 言 研究 會の 設立 を計靈 され 同氏の 方 言 研究の 業績 は 今後 公に される 窜と思 

はれる。 一方、 加 賀治雄 氏の 「土の 香」 社で 「尾 張の 方言」 を 編 S 、される に當 り、 その 續篇に 山 本格 安の 「尾 張 方言」 や 石 

井 垂稳の 「水が はり」 の 如き 舊幕 時代の 稿本 を牧 めた 事 は 特筆して よい。 刊行 舉行 本で は 愛知 女子 師範 鄕土 研究 紀要 第 

一 輯、 愛知 縣 方言 集 は 前の 靜 岡縣 方言 辭典に も相當 すべき ものである、 編 暮者は 黑田鍍 一 氏で ある。 個人と して は 南 

知 多 方言 集 や 名古屋 方言の 語法の 著者 鈴 木規夫 氏の 業績と、 東 三 河 方言の 調 茶 をした 谷亮 平氏と を樂 ぐべき である。 

名古屋 方言に ついて は 士：： 澤 博士 の 方 1 目 調^報告 もあった が 之 も 東大の！； 語 研究室で 震 火の 爲に 灰と な つ た。 

次に. E 梨縣 方言 は 研究され た 物が 少なかった が、 昭和 九 年に 羽田 一茂 氏と 石 川綠泥 氏との 方言 集が 公に された。 外 

に、 山 梨 女子 師範の 山 田正紀 氏が 發 表された 山梨縣 方言の 諸相 は 山 梨 方言の 言語地理 舉的 研究で 頗る 有益で ある。 

長 野 縣には 早くから 方言 調 木； i が 起って 明治 三十 年から 四十 年に かけて かなりの 方言 書が 出て は 居る が 近來、 全く 振 

はない、 昭和 七 年に 上田 中學 から 出版した 信 州 上 ffl 附近 方言 集も舊 版の 增 補に 止まった のは殘 念で ある。 從 つて 同 縣 

の 音 額 や 語法の 分布 狀態 はま だ 明かで ない。 束筑摩 郡から 音韻 及 ロー 語法に 關 する 調 木. S 書が 刊行され てゐる 位な^ 度で 

ある" 

岐阜 縣も、 長 野縣 に似て 明治 卅 年代に お干の 方言 集が 出て 居る が 音韻 や ISli 法に ついては 「大§ 郡 口， 語法 並に 昔 ii 調 

杏」 が 公刊され てゐる だけで 全 if の 分布 は 明瞭で ない。 近く 出た 瀨戶 氏の 岐阜 縣 方言 築 成 も單語 集で あり、 郡 別で は 


あるが m: 出した？ 叫 語 を， せいた 爲に 言. 語 地 ™f 舉的調 杏に は 利 川出來 ない。 

飛騵にっぃては新村八杉兩博士の白川村の調茶報吿が國；^ii研究室にぁったが之も燒亡し、 荒 S 氏の 北飛騾 の 方言が 

ある だけで ある。 

長 野 岐.： ： 十の 如き 重要な 地點に 一 百 語 地 现學 的な 調 k 立の な いのは 如何にして も、 Q 憾 な 次 i ぬ である。 語法 事 S について な 

りと 先づ調 杏に 1" 手したい ものである。 北 信と 南 信、 と 西 との 言語 分布が 明かに される 時に 中部 方言と 關 ia- や 

近畿の 方 Ik との 關^ が 一 膠 明かになる であらう。 

音 r 額と 語法の 特徵 晋 韻で 注意すべき 現象 は 1 一軍： 母 昔の 轉 訛と 「力」 行 iss^ 濁音の 分布で あらう。 一 一重 母音の アイ は駿 

河 及び 5- 斐 ではお 昔と なり、 遠 江 三 河 及び 長 野 美 濃で は& となる 傾向が あり、 尾 張で は 名 古屋を 中心とした 地方に お 

音が ある。 

エア ー チケン (愛知 ir) タ ケア ー(.〉 问ぃ) オメ ァ ー( お "ぼ) キク ケア ー モ (來 たかえ) 

「力」 行 iSj; 濁、 ュ：： について は 音聲舉 協會々 報 第一 一 號に石 si 魯 平氏の 愛知 縣の ガ行 昔と 云 ふ 研究が ある。 ：^^ に 音韻 調査 蒈 

にも 語 問の ガ行 を Ilj^ 濁と する の は 尾 張 西部と 三 河 is^E 部と で 愛知 縣の 他の 地方 は， 鼻 昔 に發 音し ない 事が 記して ある 

が、 氏の 調^で 三 河の 大部 つ Is: 川 流域 以西の 地方と 尾 張の 愛知 • 知 多. 束 春 日 井の 各 郡に ？ ：；- 音の 無い 事が 明かに な 

つた。 なほ 面白い 1$ は 八 名 郡に 於て は 之と 逆に 語頭の ガ行 音まで も 鼻？ g  9 とし g 昔 を 使用し ない 察で ある。 之 は 八 名 

郡の 外、 郡界に 近き 齊鈸； ^美の 兩 郡の 一部 も 同 S£ で 遠 江で は 湖西の 白 須賀. 新 屋* 新 所の 地方に 行 はれて 居る。 卽ち 

八 名 郡 及 その 隣接地で は 語頭 でもり， 昔 を 使 川す るので ある (山 梨縣 方言の 諸相に よれば 山 の ガ行 音 は 悉く 濁 昔の 


やうに 記して あるが、， ？頭音 は 9 なので は あるまい か、 精^したい)。 また、 鼻 I 加 音の 存在せ ぬ 地方と して は^ 豆の 四海 

岸 を あげる 事が 出来る" 岐阜 縣 にも か、 る 地方が ある やうで あるが 報告に 疑 はしい 點が あるので 之 も "叫 調 水 几したい。 

語法の 特徵 として は 未 來叉は 意志 を あら はす 「ズ」 を先づ あぐべき であらう。 「行かう」 を 「行 カズ」 と. i. ムふ は n 十く か 

ら 人の 注意 を 引いて 江戶 時代に は 之に 關 する 記事 は 諸 書に 見え、 中には 不通 之 言 也と 評した もの も ある。 之は_^山^5- 

海區の 殆ど 全 區に行 はれて 居る。 但し 種々 な 變形は ある。 束 海道で も 三 河 以西で は 「行 力 ー ズ」 と 云 ふ 風に 云 ふ 例で あ 

る。 南 信で は 「行 カズ ィ」 と 云 ひ、 美 濃で 「行 力 1- ズニ」 と 云 ひ- 飛 驟 では 「行 カズ モ」 と 云 ふ。 また 之 を 「行 カスト m 心ゥ」 

と 「ト」 に，  1 ける 場合 や、 「行 カスカ (ィ )」 と 反語に 云 ふ 場合に は r ス」 と淸 音に 云 ふ 例で ある (こ Q 「ズ」 は It 岡縣 の富士 

川 以東、 山 梨縣の 郡" r に は 無く、  r 、ヘイ」 が 使 はれて ゐ る)。 . 

この r ズ」 に 似た 形に 「ズ ラ」 が ある。 之 は 推量の 助動詞で 「だら う」 に相當 する。 is- 山 _ ^海區 に 廣 く 行 はれて 居る が 北 

信で は 「グ ラズ」 と 云 ひ 尾 張で は 「ダラ」 r ダ ラ ー ズ 」 を 使 ふ、 r 來ル ズラ」 と 云 ふところ を r 來 ル ダ ラ 」 と 云 ふ。 

报量 形に は 「ズ ラ」 の 外に 「ラ」 が 行 は れて る、 但し 「ズ ラ」 は 「雨 ズラ」 の 如く 名詞の 下に も附 くが 「ラ」 は 「行 クラ」 

「高 イラ」 の 如く 用言の 下に 附く ばかりで ある。 n 岡 山 梨 を 中心とし 長 野で は 南 信に、 愛知で は 三 河に あるが 尾 張に 少 

い。 美 濃飛驟 にも あるが 分布 は 明かで ない。 

推量の 一種に 「ッ ラ」 が ある。 r ズラ」 r ラ」 は 終止形に つくが 之 は 動詞の 速 W 形に 附く > 之 も 束 山 束 海 iHii に 廣く行 は 

れて 居る やうで ある。 尾 張で は 「行、" ッラ」 「恋 カツ ッラ」 とも 云 ふが 寧ろ 「行" タ ダラ ー ズ」 「寐 カウ タ ダラ ー ズ」 と 云 
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德 と逮 つて 面白 いのは 愛知の 「マイ」 である。 「行 コ マイ」 とか 「遣 口 マイ」 とか 「起 キヨ マイ」 と か r コ (ョ) マイ」 

「セョ マ ィ」 などと 云 ふが、 名古屋 では 「マイ」 が 「メァ I」 となって 「行 コ メァ ー」 「造 口  メ ァ ー」 などと なる。 之 は 打消で 

はなく 「行かう」 「遣らう」 に 相 (おする も ので ある。 愛知 全 縣 に 行 はれて ゐる (打消 ノ 「マイ」 は 「行 力 マイ」 乂は 「行 ケセ 

メ ー」 である )0 

之と 關聯 して T%. 'ふべき は、 遠 江に ある 認引を 示す 「マイ」 である。 遠 江 東部で は 「行キ マイ 力」 と 云 ひ、 遠 江 西部で は 

「行 力 マイ 力」 と：： ムひ、 時に 「行 力 マイ」 とも 云 ふ。 愿張 でも 「行 コ マイ」 の 外に 「行 力 マイ」 と 云 ふ 地方 も あるから 愛知の 

「行 コ マ ィ」 が 「行き ま せう」 の 意になる の はかう 云 ふ經過 をと つたの かも 知れない。 

名十リ：：^：：は特色のぁる形式を持ってゐる。 例へば もう 少 くな つたが 士族の 首 紫に 「ォ ッ カソ ン」 (母) 「オト ッ ソ ン」 

(父) の やうな 「ソン」 と 云 ふ 接尾語が ある。 今日 行 はれて ゐる もので. S 愛 を 表 はす 「ォ ッ カハ マ」 (母) 「カネ ハ マ」 (兼 さ 

ん) など も鄉 土の 色が 濃い。 有名な 「ナ モ」 は 舊尾州 領の尾 張と 岐阜の 一 部と にある 間投 助詞で ある。 「ァ ノ子ヮ 利口 ダ 

ナモ」 ：ナ モシと も 云 ふ )o 三 河で は 「利 口 ダノン」 「利口 ダ ノン シ」 と 云 ふ。 この 「ナ モ」 を 女 は r ェモ 」 と 云 ふつ ホン ナラ 

ェ モ 屹度 ゼ ェ モ. T 名 古： IS で 之と 並んで i?; 名な 「ォ キヤ ー セ J は 元來 r ォ キヤ ー セ」 で 「ャ ー セ」 は 敬語の 「ャ ー ス」 の 命令 

形で 一 あおきなさい」 に 相 常す る。 「下 リャ ー ス」 「下 リャ ー タ」 も 「お下りなさい」 「お下りな すった」 である。 敬語で は 

三 河の 「ォ 休ミ マ シ ョ ゥ」 (お休みなさい) の 形 や r ォ行 キル」 r ォ行 キタ」 などの 形 も 面白い。 「なさい」 の 變形ゃ 「下さ 

い」 の變形 は； a々 あるが 略す ことと する。 可能の 形に は 「見 ー ェ ル」 「兑レ ル」、 r セ ー エル」 「セ ラル」 (爲) などが 靜岡 

？ K にある。 助詞では主袼を表すものに「11ン^^ル」の如き「ン」が^^:^地方にぁる。 理， a の接續 助詞 は靜岡 i^. 部の 「降 


ル ダンテ」 「降 ルン テ」 から、 長 野 • 岐阜 • 愛知の 「降 ルデ」 と 遠って 行く。 「雨ガ 降 ルト」 を强 めて 「雨 ガ 降ルト サイ ガ」 

の 如き 形 も 海道に 行 はれて ゐる。 

動詞の 活用で は 山 梨 縣 は關 東風で r 飽く」 「足る」 を 上 一 段に 活用 させ、 「爲 る」 も 上 一 段の 「シ ル」 の活川 であ るが、 

愛知 岐阜 兩縣 では 「飽 く」 「足る」 は s: 段に 活用 させ、 r 爲る」 は 下 一段の r セ ル」 の 活用と 變 つて 居る。 

なほ、 各縣 各地に ついては 注意すべき 形式に は、 山 梨で 發 される 假 定形 r 飽キ バ」 r 飽キ n レバ」 「高ケ ロバ」 や、 

長 野の 一 部に ある 禁止 形 「ナナ 爲 ツチ ョ」 の 形な どが あり、 山 梨で 「出 ル」 「出 來ル」 の^ 法に 相^ の ある 事な ども 1^ 名 

だが 一 部の 現象で あるから 省略す る。 

〔一一〕 北陸 區 方言 

北 睦 道の 中で 越後 は 柬！； 系統と 思 はれる ので 之 を 省く。 若狹は 寧ろ 近 幾 方言に 屬 すべき もので あらう。 

硏究 • 文獻 富 山 縣は大 田 榮太郞 氏が 精密な 言語地理 的の 調査 をされ た 普で あるが、 その^^ は 僅かに 一 部 だけ 發 

表された に過ぎない、 外に 昭和 六 年に 中 新 川 郡 滑 川 町の 金 森久ー 一氏が 越 中 方言 硏究會 を 起し 越 中 方 曾 研究 * 報 を！ ^六 

輯 まで 發 行した。 冋誌 中には 參考 となる 報告が ある。 單行 本で は、 縣敎育會の富山縣方首と大田氏の富山！^近在方言 

集が ある だけで ある。 石 川 縣には 早く 石 川 縣方霄 彙 集が 明治 卅 M 年に 發 行され てゐ た、 それ を 昭和 六 年に w 版した が 

增 補が 加 はって 居ない ので も 分る 位、 新しい 研究 はない。 この 縣で は 能 登 方面 は 注意す べきと ころと 思 はれる のに 郡 

誌の 外に 村 料が 無い。 福 井 縣には 明治 卅五 年に 若 越 方言 集が 出て ゐる。 昭和 六 年に 福 井 師範 擧 校から； i 井縣方 首^ か 

出た。 之 は 各 郡 出身の 生徒に ついて 調べた もので 分布 を 註記して ある。 外に 若狹 では 大飯郡 敎育會 から 大飯郡 方言の 


研究が 昭和 八 年に 出版され、 之を石川縣に比べると活動して^^るが、 ニ縣 とも 音？ jg や 語法に 隨 する 調 木 q- がな く、 また 

分布 調^も 不完全で ある。  、  . 

上 _ ^の 如く 文 獻 が 少ぃ爲 に 市部 以外の 地方の 言語 狀 態が 不明な 處が 多い。 

音韻と 語法の 特徵 靑 韻に て擧 ぐべき こと は、 東北 地方に 似た 若干の 現象の ある ことで ある。 卽ち 「ィ」 は 頭に て 

「ェ」 と鞞 音す る。 之 は 越 中の 諸 郡と 能 登の 北部に 多い。 また 「、ン J 「チ J 等 を 「ス」 「ッ」 等に 轉 音す るの も 富山縣 では 新 

川 • 碟 波. 氷 見の 各 郡に 石川縣 では 能 登の 各 郡に 多い。 これ 等の 現象 は 一 帶の 地に 速續 して 居る より は點々 と 散在し 

て 居る やうで あり、 今後. 1 井縣 の^ 岸 地方に 就て か、 る 地方の 有無 を 精 杏したい。 地方の 1J: 部 的 現象と して は 富 山の 

新 川 郡に 輕ぃ 摩擦音の M 音が 存在す る。 次に 記す 「ヲ」 苦 は， に 近い 5 だと 云 ふ。 「ァ ヲ」 (靑) 「二 ヲ」 (魚) r サヲ」 (竿 r 

また、 ，s 屮の r バ 」 行 音 は r ヮヰゥ ェヲ」 (g.w  W  ？  g) に發 音され る。 「タ ヮコ」 (煙 革) 「タ ヰ」 (足袋) r コゥ」 (C 比 布) 

「ナ ェ」 (鍋) r ッヲ」 (壺 )。 なほ 飛 驟 に 近い 地方に は 舌 背 音の 「ラ」 行 音が 行 はれて 特^な 音感， ヒ 人に 與 へる。 

上記の 如く 富 山 石 川の 兩縣に は 注意すべき 音韶 現象が 少 くない。 こ の 方面で も 能 登が 注意すべき 地方で あらう。 

去って Si 法 現象 を 見る と、 北陸 區の 語法 は 殆ど 西部 方言の 諸 特色 を 具へ てゐ るの みならす、 近畿 方言の 影響の 著し 

ぃ|5^^が分る。 

朿部 方言の r ダ」 「ダ a ゥ」 に對 し、 西部 方言で は r ジャ」 「ジャ ロウ」 を おひ、 近畿 方 霄 では これ を r ャ」 「ャ ロウ」 と 云 

ふ。 然るに 北陸 方言に は 名 古 屋方言 に 見る 如き r テア」 の 形式 も 「ジ ャ」 の 形式 も發兑 する 事が 出來 るが、 最も 廣く行 はれ 

る もの はこ の r ャ」 「ャ 口 ゥ」 である。 


また 理， H を 現 はす 助辭 として 近畿 地方の 特色 をな す もの は r サ カイ」 であるが、 この 形式 も 北陸 iHi: の 上に 發兑 する isJ 

が 出来る (尤も この 「サ カイ」 は 種 々に轉 訛して n 本 海 沿岸 を 東北 地方にまで 分布して ゐ る)。， § ち、 福井縣 では 「サ 

カイ」 r サケ」 と 云 ひ、 石川縣 では r サ カイ」 「サ カイ 二 」 「サケ ー ネ」 等と 云 ひ、 富山縣 では r サカ H」 r サカ ラエ」 と 云 

ふ。 富山縣 では この 外に r ケ 二 」 r ケネ」 「ケ デ」 を も 使 ひ、 叉 r ノ ッ テ」 を 使 ふ 事 も ある。 例へば 「ソ ンジャ ケネ」 r ソ ン 

グノ ッテ」 (其 だから) 等と 云 ふ。 福井縣 では コア」 を 使用す る 事 も ある。 「サム イデ」 (装いから)。 之 は 中部 地方の n ァ」 

と M 系で あらう。 

動詞の 「買 ふ」 「^る」 は 共に 四 段で r テ」 に 績く時 は 「買 ふ」 はゥ 音便で 「コ ー テ」、 「^る」 は 促 昔 便で 「力、" テ」 となる。 

上記の 如く 近畿の 語法 形式 は 殆ど 北陸 區の 方言の 上に 兑られ るので あるが、 北陸 一 511 特 おの もの も 無いで はない。 二 

三、 珍しい もの を あげる。 敬語に 金澤に 「なさる」 「な はる」 に 似た 形で 「マサル」 「マ ハ ル」 と 云 ふ 形が あ つて 「行キ マ 

サル」 「行 ク マ ハ ル」 と 使 はれる。 富 山 に は 「云 ゥ マツ シャ ル」 「見 マ ゥ シ ャ ル」 と 云 ふ。 命令 は 「云 ゥ マ ッ シ ャ ィ」 rH ル 

マウ シャ ィ」 である。 ところが 金 澤には 「見 マ ッ シ」 「行ク マ サ シ」、 多く は 「マ」 を 加 へ て 「n ル マツ シマ」 「行 ク マウ シマ」 

と 云 ふ 形が ある。 この 「マ ッ シ マ」 も 「なさい」 に招當 する ものである。 この 「マ」 は 福 井に もあって rn ルナ サイ マ」 rn ルネ 

I マ」 などと 云 ふ。  • 

金澤 では 「ます」 を 「ミス」 と 云 ふ。 「行キ ミス」 「行 キミ シタ」 「行 キミ セン」 などと 云 ふ。 之 は 有名な 方 曾で ある。 

「下さい」 に相當 する ものに r タイ」 があって 「待 ッテ クイ」 「待 ッテ タイマ」 と金 澤で 云 ひ、 「nl テン ダイ」 「取タ テ 

ンデ ー」 と！ i 井で 云 ふ。 

中 方 富 
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「ございます」 の 系統で は 山 s 縣の 特色と される 「ゴ イス」 がー i 井に も 行 はれて ゐる。 

疑問 を 表 はす 助 1 の 「か」 は 多く r ケ」 と 云 ふ。 例へば 「さう か」 を 「ソ ー ケ」 と 一： ムふ、 或は 「かえ」 の 略 形 かも れな t。 

然るに 金 澤で之 を 「キ」 と 云 ふ。 「ゴ ザリ ミス キ」 は 「ございま すか」 で、 「ォ ー ダス バ スキ J は 「おいで 遊ばす か」 である。 

一種の 「の」 に當る 助詞 を 「ガ」 と 云 ふ 「赤い の や 白い の や」 を 「赤い ガ ャ 白い ガヤ」。 「のに」 を 「ガー こと 云 ふ。 「そんな 

人で もなかった ガ 二」。 「の や」 を 「ガヤ」 と 云 ふ。 「さう はしと れん ガヤ」 つ r 來 たの だ」 を r 來タ ガジャ」、 「行く の だら う」 

を 「行 ク ガヤ 口 ー」、 か、 ろ 類 は 廣く行 はれて ゐる。 

係 助.？^ の 「こそ」 について 富 山に 一 種 の S 法が ある， 富山縣 方言に は 「女で コ ソ あれ か資に 立派な もんだ」 「こどもで 

コ ソ あれ かよく 出來 る」 と 云 ふ 二 例 を 擧げ、 越 中 方言 研究 彙報に は 「あんた コサ善 かれ (か) おら どうす つ がえ ね」、 「あ 

ん たから コサ 聞かん ねか、 善う 知つ とる」 の 例が 舉げて ある。 文語の 係 結 法と 關 係の ある 面白い 云 ひ 方で ある。 

平安朝 文法 史四六 八- R 以下に 「いといた くこ そゐ なかびに けれな」 「にくし とこ そ 思 ひたれな」 等の 例 を あげた 後に、 

これにつ きて 思 ひ 出す に 著者の 鄉 越 中 山の 方 一 マ" に 「こそ」 する 曲調 終止の 下に 必 「か」.^ 加へ て；： とへば、 

、 、れ- 、そふ けれ，〃 

わなた に - 、そい、 つ おれ か 

の 如くす、 それと-、 の； 耠 法と 颇 相似；^ リ、 …… ふに 上^か ゝる； tfi 法存ぜ しもの なる. へし、 K に E -』 へば 「かく、、 そ 思 ひし か」 の 

「か」 に卽： の 用法の 「か」 にして 12 用の 久し さ) 遂に 活 W の 如くに なリ しもの なるべし …… 

と あるの は^ち この 云 ひ 方で ある。 


句の 終りに つけて 意を强 める 助詞 に 富 山 金澤に 「ガイ」 「ガイ ネ」 が ある。 「デ カイ コ ト 雪が 降" タガ イネ」 r 一  錢デ 

モナ ン吳レ ン ガイ」。 

また、 石 川 • 福 井に r ト コ ト」 「トコ」 と 云 ふ 助辭が ある。 「さう じゃト コ ト」 「早う 來 ない トコ ト」。 何れも 强 めの 助 

靜で 「さう です よ」 「早くお いでな さいと 云 ふに」 の やうな 强さを 持つ。 

幅 井に は 「クライ」 と 云 ふ 助詞に 次 の やうな 用法が ある。 「出 來 ます グ ライ」 「電燈 は ランプより 明るい グ ライ， T 之 

も强 めの 助詞で、 「出來 ますと も」 「明るい とも」 と 云 ふ 位な 云 ひ 方で ある。 

北陸 1^ にも 東 山 東海 酉と 同じ やうな 誘引 を 現 はす 「マイ」 も ある、 「行ク マイ 力」 「食 フ マイ 力」。 この 云 ひ 方 は 更に 

近畿 方言に も 關係を もつ ものである。 

第三 章 近畿 方 言 

近畿 方言と は 京都府 大阪府 を 中心とし、 之に 隣接す る滋賀 • 三重 • 奈良 • 和歌 山 • 兵 庫の 各 縣と若 狹國に 行 はれる 

方言で ある。. 區域內 の 小 方言の K 割 は 未だ 明かで ない。 京阪 は 江戸時代 にも その 方言に よって 記された 文學に 乏しく 

ない ので 精査したら 方言の 史的 變遷 を迎る こと も 可能と 思 はれる。 それと 反 對に近 松 西 鶴 等の 文 舉に現 はれた 用語が 

近畿 方言の 中に 發見 されようと 云 ふ 期待から、 近来 この 方言 を 研究す る擧 徒も少 くない。 これ 等の 方言 文學に 就て は 

記述 を 略し、 純粹の 方言 研究の 狀態 について のみ 記したい" 最初に 述 ぶべき 事 は 昭和 六 年に 京都 帝 國大學 內に新 村 • 

吉澤兩 博士 を 中心として 近畿 國語 方言 擧會が 組織され た爲 に、 近畿 その他 各地の 方言の 採集 調査が 着々 と 行 はれて 來 
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近 a 方 篱 

た 事で ある。 旣に會 員の，：： 水 井久 之 助 氏の ダスと ド ス の 分布 調査 や、 會員 有志の 十津川 方言の 採集の 如き 有益な 研究 調 

杏が 公表され てゐ る。 近 幾 地方の 組織的 調査が 本會 によって 指導され る 事 は 大きな 幸； i である。 一 府縣 の罩獨 調査に 

比べて 近 幾 地方 を 一 St 位と する 調査が 方言 學の 上に 如何に 大きな 貢獻 をな すか は 云 ふまで も あるまい。 伍し、 近畿 地 

方に は十津 川の みならす 今後の 調査 を 待つべき ところが 少く なく、 存外、 地方の 言語 狀態は 不明で ある。 例によって 

初めに 研究と 文 獻とを 述べ、 次に 方言の 特色 を漑說 したい。 

研究. 文獻 近畿 地方の 東端に ある 滋賀縣 に は、 全く 方言 研究 書の 見るべき ものがない。 明治 三十 年に 東京 帝國大 

擧 文科 大學の 依賴 で、 各 郡で 編^した 方言 調 茶 書が 幸に 現存して 居た の を、 大田 榮太郞 氏が 整理した ものが 言語 誌 叢 

利の 一 册 として 滋賀縣 方言 集と して 發行 された。 それが 殆ど 唯一 の ものと 云って よい。 

三重 縣は森 正 俊 氏に よって 音韻 方面 は 研究され てゐ るが、 伊賀で 阿山 郡 方言 訛語 藥、 伊勢で 地方 方言 集が あるば か 

0 で 、 最も 興味 ある 志 摩に 關 する 調査の 無 いのは 如何に も殘 念な 事で ある。 

之に 比べ ると 隣縣の 和歌 山縣は 多くの 方言 書 を 持って 居り、 明治 一 一十 年に 旣に 多屋 氏の 田邊 方言が 出て 居 る (尤も 

明治時代に は 他に： るべき もの は 無かった)。 その後で は 大正 十三 年 の 森 彥太郞 氏の 南紀 土俗 資料 中の 方 一 一 目 訛語 篇は 

注意すべき ものである。 昭和 以後に は 多くの 方言 書が 出て、 八 年に は 之を鎮 成した 和歌 山女 子 師範の 吉川靜 雄 氏の 和 

歌山縣 方言が 現 はれた。 本縣 では 近く 出た 上山景 一 氏の 紀州 方言 はま だ 音韻 篇だ けだが 出色の ものである。 

南部の 牟篓郡 方面 は 三 黨 縣に屬 する 諸 郡 を も 加へ て 精査したい 地方 だと 思 ふ。 

奈良縣 は 方言 誓の ない 地方で ある、 師範に 方言 力 ー ドゃ 研究 書の 稿本が ある 位で、 外に は 小 瀧 久雄氏 や 新 藤 正 雄 氏 
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の 研究が 發 表されて ゐる。 全縣 特に 山間部 を 籠め た 調査が 欲しい。 幸に 吉野 地方が 近 1^1! 語 方言 學會の 人々 や 岸田久 

雄 氏 服 部 四郞氏 等に よって 調査され 始めた の は 喜ぶべき 事で ある。 

京都府 は 頗る 廣ぃ 地域 を 占めて 居る。 先づ巿 部から 云へば、 その 訛 言に つい ては慶 安三 年に 安原 貞窒の 著した 「か 

た 言」 があって 之 は 古典 全集に 「丹 波 通辭」 や 「浪花 方言」 などと 共に 收め られて 居る。 明治 卅六年 に巿敎 育會の 方言 調 

查 報告書が ある。 やはり 三十 年頃に 稿本に 吉澤 博士の 方言 調査報告 書が あって、 之に は 八？ i 大原 方言に 11 する 記載 も 

あつたが 例の 震災に か、 つて 東大の 研究 窒で燒 けた。 ァクセ ン トに關 して は 露 人 ボリ ヮノフ 氏の 研究が 露 文で 發 表さ 

れて 居る。 例の 近 幾國語 方言 擧會の 有志の 中で、 公家 華族の 言葉 も 調査した いと 云 ふ 話 もあった。 是非、 京都 方言の 

科 擧的撿 討 を 計畫 していた 2.- きたい。 

丹 波 方面に ついて 幕末の 頃の 丹 波 通 辭が殘 つて 居る の は 珍しい、 明治 以後で は 府立 第三 中 擧の調 茶 書が ある。 丹 後 

方面で は宫津 近くの 加！^ 谷 方言 調 茶 書が ある。 今後 は 丹 後方 面 を 語法 方面から 精査したい。 府下 全部に は 明治 三十 九 

年の 師範 學 校の 京都府 下方 言 一 覽が ある。 以上の 方 曾 書 も 多く は單語 集で ある。 

大阪府で は 市部に かなり 方言 集が ある。 舊幕 時代に 文政 二 年の 浪花 方言と 天 保 十五 年の 新撰 大阪詞 (版本) が ある。 

明治 以後に も 「言葉の よしあし」 を 初め 數本 あるが、 ぁまり^2{書はなぃ。 郡部にっぃても明治三十三年の^：水南郡敎育會 

の 「言葉の しらべ」 や 近く は r 鄕土和 泉」 方言 號が ある。 大阪府と して は、 大阪市の 言葉 を 各方 面から 觀 察したい もので 

ある。 所謂 船 場 言葉な ども 今日 之 を 調査して おきたい。 京都 大阪 の兩 京の 言語の 比較 は 「皇都 午睡」 にも 出て 居る が、 

之な どもよ き 研究 問題と 思 はれる。 

il^  £ 方 言 


兵 庫 縣は丹 波 • 仍馬 • 攝？^: • 播磨 • 淡路の 五ケ 國を 含む 大縣 である。 こ の 中で 丹 波 は 京都府 中の 各 郡と 併せて 研究 

すべき もので、 攝津 • 播 磨と は 違った 方言 を 持つ 地域で ある。 

仍 馬に は r 仍馬 方言」 が 昭和 六 年に 出て 居り、 淡路 にも 昭和 八 年に 玉 岡 松 一 郞 氏の 淡路 方言 資料と 昭和 九 年に 田 中 萬 

兵衞 氏の 淡路 方言の 研究が 出て 言語地理 舉 的な 調査 も 行 はれて ゐる。 播磨 では 高 田十郞 氏の 播州 小 河 方言と、 近く 河 

本 正義 氏の 編^した 兵庫縣 方言 集成 中に 數 郡の 分 を 見出す ことが 出來 る" 攝津 では 祌戶 方言に 關 する 小冊子が 若干 

ある。 兵 廊縣に 就て は 兵庫縣 民族 研究 會の 活動 を 期したい ものであるが、 研究の 興味の あるの は 丹 波 *但 馬 • 淡路で 

あらう。 特に 祖馬は 京都府の 丹 後と 併せて 研究すべき 地帶 である。 

音韻と 語法の 特徵 東西の 母音 を 比較す ると 夫々 性質の 違 ふ點は あるが 特に r ゥ」 母音の 異なる 事が 注意され る。 東 

部 方言の 「ゥ」 は 唇を圓 くす る 事がない。 然るに 近畿で は 幾分 唇に 丸味 をつ けて 發 音し 稍 鈍く 籠って 聽 える. - また、 母 

音に よつ て 鼻音 化する 傾向の ある 地方 も ある。 子音で は r ジ」 の 子音が 東部 方言に 比して d の耍 素が 少く. n に 近い。 音 

の 訛りで は ニ审： 母音の 「アイ」 「オイ」 等が 東部 方言と 遠って 「ェ I」 になる 傾向が 少ぃ、 「サ カイ II 」 が 「サケ 一一 」 となる 

の は その 少ぃ 例で ある (尤も 兵 庫 縣の但 馬 地方で はお 音になる )o 子音で は ザ行 • ダ行 • ラ行 間の 相互の 轉換が 多い。 

(和歌 山 縣南日 高で は 「ダ」 行 音の み を 用 ひ、 「ザ」 行 音 は 殆ど 發 音が 出来ない と南紀 土俗 資料に 記して ある)。 近畿 一 帶 

に 「ダ」 行より 「ザ」 行、 「ザ」 行より 「ダ」 行、 「ダ」 行より r ラ」 行、 r ラ」 行より 「ダ」 行、 「ザ」 行より r ラ」 行、 「ラ」 行より 

「ザ」 行への 轉昔 を發 見す る 事が 出来る。 連 音 上で は 鼻音 同化. 促音 同化が かなり 多い。 「ュ ー レン」 (幽靈 ) 「ソ ー レン」 

(葬 禮) などの 例 も ある。 短音 を 長 呼す る 例で 最も 有名な の は 一 音節の 名詞 を 長 呼す る 事で、 この 長 呼され た 音に は 四 


種の アクセントの 型が ある。 京都で はホ ー( 帆) は 平 調 だが、 ホ ー( 頻) は 終りが 上って から 下る。 ヒ ー( 日) は 下降 型で 

ヒ ー( 火) は 上昇 型で ある。 また シ ー 口 ィ (白い) ク ー 5- ィ (黑 い) の 如く 形容詞の 第 一 音節 を 長 呼して 人の 注意 を 引く 

が ある。 一方 長音 を 短 呼す る 例が ォ ー の 長音に 最も 多い。 例へば ォサカ (大阪 )。 近 幾 地方の アクセントが 東部 方言と 

遠 ふ 事 も 古くから 注意され て 居り、 特に 二 音節 語で は 東京と 京阪と では 反對の ものが 多く、 その外に 京都の アサ (朝) 

の 如き は 「サ」 がー 度 上って から 下る。 こんな 型 も ある。 鬼に 角、 近畿 ァクセ ントは 東部の ァクセ ント と對峙 して 著し 

ぃ對 照を昆 せて ゐる。 

然るに 玆に 面白 いのは 大和の 十津川 地方の アクセントで、 旣に吉 町義雄 氏が 之 を 「方言」 第一 ー卷第 八號の 誌上に 書い 

た 事が あり、 服 部 四 郞氏も 親しく 踏 茶の 上 之 を 調査され た。 その 結 某 十津川 地方の アクセント は 東京の ァクセ ントと 

略 似た もので 近畿 ァクセ ン ト 地方 內に於 ける 言語の 島 をして ゐる 事が 明かに なった。 

近畿 地方の 音韻に ついては 「シ」 が タ行の 前で 「ヒ」 となる 傾向 等 述べたい 事も少 くないが 贫 略して 語法に うつる。 

指定の 「ダ」 を 「ャ」 と 云 ひ、 從 つて 「ダ 口 1」 を r ャ 1- 1」 「ャロ 」 と 云 ふ 如き 東西 の 語法の 中で 常に 引 ffl される 對峙に 

ついては 重複 を 避けて 玆に 述べない が、 その 一 部 は 第 一 章 第一 一章 中に も 見る 事が 出来よう。 兹には それより は 稍 細か 

な 特徵を 拾って 見る。 

近 幾 方言で 東京 方言な どと 遠 ふ點は 進行 現在 を r ョ ル」、 存在 形 を 「トル」 で區 別す る 事 も その 一 つで ある。 東京なら 

「餅が 燒け てる」 と 一 つに 云 ふ の を r 燒ケ ョル」 r 燒 ケトル」 と 分け て 云 ふ。 打消 形 は 「行 カン」 「行 力 ナンダ」 「行 カン 

ト」 「行 力 -1M 「行 カンナ ラン」 が、 東京の 「行かない」 「行かなかった」 「行かないで」 「行かな けり や」 「行か なきやな 
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ら ない」 に當 るつ 不可能 は r ョ ー 譲 マ ン」 と 云 ふ。 使役の 助動詞 は 「行 力 セル」 も あるが 「行 カス」 と 多く 云 ふ。 「私 カテ， 一 

は 「私 だって」 で、 「酒ャ タラ」 は 「洒 だと か」 である。 この 位の 相違と なれば 際限 はない ので 省略して、 各地 方の 特徵に 

移らう。 

先づ 京都市 • 大阪市の 方言 を對 照す ると 音の テンポが 京都 は 悠長で 大阪は 与^ 促 だと 云 ふ感が ある。 語法で は 「ドス」 

と 「ダス」、 r ォス」 と r ォ マ ス」 との 對 立が 先づ 注意 を 引く" 前に も 述べた 通りに 京大の 泉 井 氏 はこの 淀川 沿岸に 於け る 

分布を調查してその結2;^を講演されその大耍は方言の第1 ー卷第 一 號に 載せて ある. - 氏に 從 へば 「ドス」 は 山城に、 「ダ 

ス」 は攝 律に 分布して その 境界 は 國界と 略 一 致して ゐ るが、 r ド ス」 が 幾分 攝津に 進出して 居り、 背後の 廣 がり は 「ドス」 

は 山城 近 江の 外 は 丹 波の 一 部まで、 「ダス」 は ほに 攝津 • 大和 *播 磨 • 丹 波に 及んで ゐる と 云 ふ (「ダス」 は 北陸 や 東北 

にも 分布して ゐる やうで あるが、 成立が 違 ふか も 知れない： r 思 ふに 「ォ ス」 r ォ マ ス」 の 分布に 於ても 略 似た 結果 を 得 

るので は あるまい か。 「ドス」 「ダス」 は 東京の 「です」 に相當 し、 その 形 を 見る と 「ドス」 は r ソゥ ドス」 r ソ ウド ス 力」 「ソ 

ウド シタ J 「ソ ウド サシャ 口」 「ソ ウド ッ セ」 など と 使 ひ、 「ダス」 は 「ダス」 r ダッ 力」 「ダ シタ」 「タッシ ャロ」 「ダッセ」 

などと 使 ふつ 

「ォス 」 r ォマ ス」 は 束 京の 「ございます」 にあた る もので、 r ォス」 r ォス 力」 r ォ シタ」 r ォ ス ャ 口」 (叉 はォ ，シャ 口) 

「ォ ッ セ」 とか r ォ マ ス」 「ォ マ ク 力」 r ォ マ シタ」 r ォ マス ャ 口」 (叉 はォ マ タシャ 口) 「ォ マツ セしと か 云 ひ、 その 打消 は 

r 大專ォ へ ン」 とか 「大事 ォマ へ ン」 とか 云 ふ。 丁寧に 云 ふ 時に 「マス」 を 使 ふ 察 は あるが 音 變化を 起す 點が 東京と 達 ふ。 

例 へ ば 「行キ マ ヒ ご (「行 キ マ ホ」) 「行キ マ ヘン」 「行キ マ ン ノ  一  I 」 とか 「遠 ィ マ づ 力」 「遠ィ マッセ」 「^ィ マ ツ シ ャ 口 」 
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とか 云 ふ。 敬語に 「ヤス」 r ャ ー ス」 を 使 ひ 「オイ デ ヤス」 「オイ デャ ー ス」 と 云 ふ 事 は 雨 市 共に 云 ふので あるが 特に 京都 

では 「ヤス」 を 多く 使 ふ。 「見 トォミ ヤス」 r ォ越 シャシ タ」 と 云 ふの は 「御覽 なさい」 「お出でな すった」 に相當 し、 「書 

イト タレ ヤス」 「来 トク レ ヤシ タ」 は 「書いて 下さい」 「來て 下す つた」 に當 る。 その外に 「ャ ハル」 r ハ ル」 を 使 ふ、 「來ャ 

ハ ル」 r 來ャ ハ ウ タ」 r 來ャ ハリ マス」、 「泣 力 ハ ル」 「泣 力 ハ ッ タ」 「泣 力 ハ リ マス」 と 云 ひ、 大阪で 多く 「下さい」 に r 來 

トタナ ハ レ」 と 「クナ ハ レ」 を 使 ふ。 

打消 形で は 「分らない」 を 「分 ラン」 と 云 ふより は 「分 ラ へ ン」 と 多く 云 ふ。 從 つて 「無い」 を 「有 ラ へ ン」 (「有 レ へ ン」) 

「有 ラシ マ へ ン」 と 云 ふ、 「せん」 「ません」 に當る もの か。 r 爲 ません」 は r セ ー へ ン」 で r 來ま せん」 は 「ケ ー へ ン」 と大阪 

で 云 ふ。 大阪の 若い 女子の 言葉で 「讀ム シ」 r 大キ イシ」 「厭 ヤシ ー」 の やうな 「シ」 と 云 ふ助辭 をつ ける 事 や 「待ッ テ ー 

ナ」 「待ッ ト ー」 「待、 ゾ トン」 (待って 下さい) と 云 ふやうな 形 を 使 ふ 事 は 耳 立つ 特色で ある。 大阪に は 促音 便 も 多い が 

「云 ー テ マ ンネ」 (ますね) r ソゥ ダン ガナ」 (さう だすが な) 「ス ン ネン」 (爲 る) 「行 ク ノン デ」 (ので) など、 鼻音 も 多 く 

使 ふ。 「タイ テ ン 力」 (煮て くれない か) など も その 例で あらう。 

近 江 は 琵琶湖 を 中心として ゐ るので 湖北 湖南で 言語の 違 ふ 事 は 云 ふまで もな く 湖北 は 若 狭に 近く、 湖南 は 京都の 影 

響が 多い。 若狹も 一 音の 語が 長 呼され たり、 ム カゼ (百足) レ ン シン (電信) ドス (留守) など d  Z  r 間の 轉換が ある。 「大 

飯 郡 方言 の 研究」 によると、 「ガ 」 行 音が 凡 て 鼻音 になって 居り、 「セ」 が 多くの 場合 「 シ 」 と發音 される と あるの は 注意 

してよ い。 形容詞の 音便に r ゥッ クシ ナイ」 (美しうな い)、 「アツ ナッタ」 (暑うな つた)、 動詞の 音便に 「カツ タ」 (借りた) 

「コ ー タ」 (買った) 「モ 口 タ」 (貰った) など 云ふ點 や、 「ハ シ" トル」 (走つ てゐ る) 「タべ モウ テ話シ トル」 (食べながら)、 
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r ォ前カ テ女ャ 口 ー」 (お前 だって 女 だら う) などの 形式が あるな ど 全く 近畿 的で ある。 但し 「、ドス」 は 幾分 行 はれて ゐる 

が 「ォ ス」 が 若 狭に 入って 居る かどう か 不明で ある。 

近 江で は 「ドス」 「ォ ス」 は 全 國に行 はれて ゐる。 近 江 は 特に 湖南 は 全く 京都 式 である。 大津高 女の 「女子 言 紫 遣」 は 

之 をよ く 示して ゐる。 「下さい」 の 方言 形と して 「ォ クレナ」 「ォ クン ナ」 「ォ タレ I ナ」 「オタ ナ ハイ」 「ォ クン ナ ハイ」 

r ォ クン ナイ」 「ォ タレ ー サ」 「ォ タレ ヤス」 「ク ダイ」 「タダシ カレ」 「タレ ンカ」 「クレ ヘン 力」 「タリ ャ ヘン 力」 と あ 

り、 「それ だから」 の條 に 「ソ ー ャサ カイ」 r ソャサ カイ」 「ソ ー ャ サケ」 「ソ ー ャ ハケ」 「ソ ー ャ ヨウ テ」 と あり、 「さ う 

です」 の條に 「ソ I ドス」 r ソ ー ドス ェ」 r ソ ー ス」 と あり、 「あります」 「ございます」 の條に 「ォ ス」 が 見える。 この 中の 

「ク グシ カレ」 は彥根 言葉と して 有名な もので ある。 また 「ォ ス」 の 打消 は 「ォ へ ン」 より は 「ォセ ン 」 が 廣く使 はれて ゐ 

る 二， ォ マ ス」 が 高. 郡に ある。 大津 にも ある やうに 前揭の 女子 言葉 遣に 見えて ゐ るが 再調 を耍 する )o 語法から 云へば 

近 江 はま づ京 都風の 言？ 遣と 兒て よい。 轉 じて 奈良縣 を 見たい。 

奈良縣 では r クヮ」 r グヮ」 と發 音し 「ク アン ン」 (某 子) 「トング ピ (唐 鍬) など 明^に 云 ふ。 小 瀧 氏に よれば r ァ」 行の 「ィ」 

「ェ」 「ォ」 と r ハ」 行の r ヒ」 「へ」 「ホ」 との 問に 中 問 的な 音が あり、 r コ ヒ」 (鲤) 「アサ ガホ」 (朝顔) 等は必 すし も 「ァ」 行 

音で ない さう である。 之 は 注意すべき 事實 であらう。 その他の 特質 は 京阪と 同様と 見て よい。 

語法に 於ても 京阪と 多くの 相違 はない、 打消に も 「行 力 ヘン」 「來ャ ヘン」 など 「ヘン」 を 利用す るが、 この 「ヘン」 が 

「ヒ ン」 と 訛る 事が 多い。 接績 上で は 「来ない」 は 京都で は r キ ー へ ン」、 大阪 では r ケ ー へ ン」 であ るが 大和 中部で は r キ 

ャ へ ン」 「キャン」 であり、 敬語 助動詞 は 「ャ ハル」 「ハ ル」 r ャル」 であるが 奈良 では 女子 は 「イカ ハ ル」 を r ィケ へ ル」 と 


云 ひ 「イカ ハ 、ゾ タ」 を 「ィケ へ 、ソ タ」 と 云 ひ 「行 力 ハ レ」 を 「行 キ へ レ」 と 云 ふ 程度の 相違 は ある。 同様に また 「行キ ョル」 

「書 キ ョ ル」 を 「行" コ ル」 「書" コ ル」 と 云 ふやうな 事が あり、 r ョ ジ テ II 」 を 「ャ ッ テ 一一 」 など と 訛る。 「です」 「ござい 

ます」 の 方言 形 は 「ダス」 「ォ マ ス」 で大阪 系で ある。 

奈良縣 でも 南部の 吉野 山地 地方 特に 十津川 北山 川の 上流 地方 は 別天地で ある。 その 地方の 特別な アクセントに 就て 

は旣に 記した 通りで あるが、 音韻 語法に 於て も 特色が ある。 音韻で は中國 地方の やうに 音便の 「アイ」 を 「ァ .1」 と 云 

ふ， セマ ー( 狭い y 力 ー タ (書いた )* サ ー ナ (そない な)、 また 「飲んだ」 を 「ノ ー ダ」 と 長音に する. - 語法で は 和歌 山の 

やうに 語尾に 「ラ」 「ライ」 を附 ける。 書 ゲル モン ナラ (書け る もんかよ)、 話サ ー ラ、 話ソ ー ライ (話さうよ)、 町ヲ 見 

一一 行 コラカ (行かう か )o 疑問の 動詞 は 「コ」 である。 行 クン コ (行く のか)、 之 は 平坦 部で は r ケ」 である。 和歌 山 を說く 

前に 三重 縣を 一 管しょう。 

三重 縣の 言語が 音韻 • 語法 共 に 近畿 方言 の 特徵を 持 つて ゐる事 は 云 ふまで もない。 罩 音節 語の 長 呼 を： て も、 zd 

r の 轉換を 見ても、 動詞の 音便 形、 指定の 「ジ ャ」 「 ャ」、 理由の 接續 助詞 「サ カイ」 の 使 S 皆然 りで ある (低し 桑 名 は 稍 

關東 的な ところが ある)。 た 北部に 名 古屋の 影響 をう けて r ォ キヤ ー セ」 や r ト サイ ガ」 を 使 ひ、 南西 部の 牟寞 地方が 紀 

州 辯で 「行コ ライ」 「來ッ ライ」 など 云 ふの は 自然の 事で あらう。 語尾の r ネャ」 「ノ ー」 は 廣く行 はれて ゐ るが、 奈良 • 

和歌 山に も 之は發 見され る。 「ドス」 はなく 「デス」、 稀に 「ダス」 を 松阪 方面 等で 使 ふ。 「ォ マス」 「ォ ス」 は 使 はない。 

(鈴 鹿 郡で 「暑 ッ ァス」 「寒ム ァス」 と 云 ふ 形が ある。) 「サ カイ 一一 」 に は r サカ イデ  一！ 」 の變 形が ある。 

打消に は 「へ ン」 「セ ン」 を 使 ふが 接續は 様々 で 「爲 ない」 に は 「シャ ヘン」 「シャ セン」 「セ ー ヘン」、 時に 「シ ー セ ン」 
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r サ ー セン」 の 形が あり、 その 過去形 は r シャ セン ダ」 又 は 「セ ンダ」 である。 打消の 過去で は 「聞 カン」 の 過去 は 「聞 カン 

ダ」 で 「ナ ンダ」 は 普通でな いつ 敬語に は 「ナ ハル」 「ハ ル」 が 行 は れてゐ る が、 命令に は 「飮マ ンセ」 「見 ャ ンセ」 などの 

方が 多く 使 はれる。 

注意すべき 形と して 伊賀 阿山 郡に 打消に r 勉强セ ンズ クニ 」 (勉强 せす に) と 云 ふ r ズク 一二の 形 が あり、 志 摩 に 女の 

言葉に 「n 儿ョラ マ ー」 (ぉ覺 なさい) と 云 ふ紀州 風な 云 ひ 方が あり、 同 國船越 村に 「火鉢 ョ チ持テ 來ィ」 の 「ョ チ」 の 助詞 

の あるの が 珍ら しい。 

紀 州に 入る と、 r ォス」 「ォ マ ス」 はや はり 無く 「ゴ ァ ン ス」 が 熊 野 にある。 田邊 では r ゴ ャ ンス」 と 云 ふ。 「ドス」 r ダ 

ス」 も 行 はれないで r テス」 であるが、 「田 邊 方言」 に は 「デ ンス」 の 形が 見えて ゐる 「見 ル ンデン ス」。 r サ カイ」 「サ カイ 

二 」 に は r サカ」 r サケ」 「サ ケネ」 「ハ カイ」 「ハカ ィ 11 」r ハケ」 などの 訛が ある。 打消 は 「有 レ へ ン」 「來 ー ヘン」 「ぎ ー 

へ ン」 などと も 云 ふと 共に 「見 ヤン」 「走レ ヤン」 の やうな 「ヤン」 を 使 ふ。 また 「好 カナ」 「走 レナ」 r ェ ー 讀 メナ」 の 如く 

r ナ」 を 使 ふつ これ は 「好かない」 「走れない」 である。 「ナ」 でも 「來 ナ」 「見 ナ」 は 「來 なさい」 「見なさい」 であり、 「j^ ィ 

ナ」 「見 イナ」 は 「来るな」 「見るな」 である。 

紀州雷 葉の 特徵 とも 云 ふべき 助詞 は r ラ」 である。 「行コ ラ」 「行 コ ライ」 は 「行 コ」 (行かう) につ いた もの、 「ァレ ハタ 

レナ ラ」 は 「タ レナ」 (誰か) についた もの、 「マイリ ヤン ショ ラ」 は 「マ イリヤ ンシ 3」 (參り ませう) についた もの、 「トク 

タグ ラ」 は r ト ゥ タグ」 (取って 上げる) についた ものである。 

外に 終りに つく 助詞 で 特色の あ る ものに 勸 誘の 「ョ シ」 が ある。 「見 テミ ョ シ」 r 飮ミ ョ シ」 は 「見なさ い」 「飮 みなさ 


い」 の 意で ある。 意 を 强 める ものに 「シ テ」 が ある。 「起 キラ シテ」 「有 ラシ テ」 は 「起きます よ」 「有ります よ」 である。 

女 はよ く r ノシ」 を 語尾に 使 ふ。 「雨ガ 降 ルノシ 」。 

「何々 して 下さい」 に相當 する 言葉 は 頗る 多い。 「ク ダン セ」 r ク ダン シ」 「クラ ンセ」 「クラン シ」 から 「ク ダ」 「クラ」 

の 略 形 も ある。 r ソノ 本取ツ テク ダ」。 「吳 れ」 の 系統で 「ケン 力」 が 有る。 r ソノ 本取ウ テケン 力」。 

紀 州全國 ではない が 日 高 郡 を 中心とし 隣接の 有 田 • 西 牟婁兩 郡の 一 部 及び 伊都 郡の 花園 村に 於て 文語 一 一段 活の 動詞 

が、 終止形が 連體 形に 攝 せられた だけで 左の 如く 文語の 形式 を 留めて ゐる。 

起キ 、キ" クル、 クル 、タレ、 キイ  • 

受ケ、 ケ、 クル、 クル 、タレ、 ケィ 

こ の 事實は 早く 注意され 旣に紀 名所 圖會に 「凡べ て 活用の 語 雅言に は 五十音の 第三 音 にて いふ 語 を 俗 語に て は 

第一 一音 =, 第 四 音 ：! にて いふ 事 諸國大 かた 同じ、 其 一 一 一 を 言 は 見 ゆる を 見える とい ひ、 起く る を 起きる とい ふ 類な り 

歹  歹 

然るに 蕪 坂 以南 熊 野の 地の 半に 至る までの 言語 は猶ほ 雅言の ままに 第三 音に 正しくい へ る 蓽萬言 皆 同じければ 俳諧 狂 

歌 等の 雜體の 作と い へど も 土人 此 活用 を 誤る 事な し」 と 記して ある。 これ は 上下 二 段 動詞の みで なく 同 活用の 助動詞 

「る」 「ら る」 「す」 「さす」 も 同様で ある。 

次に 面白 いのは 「アル」 と 「オル」 との 使 ひ 方で、 生物 無生物の 區^ なく 1 般に 「アル」 を 用 ひ、 や 卜  1 寧に 「ございま 

す」 と 云 ふやうな 時 は 「オル」 を 用 ひる。 例へば 「太 郞は濱 に 居た か」 と 云 ふ 時に 「濱ー 1 ァ サ タカ」 と 云 ひ、 「居ない」 と 云 

ふの を r 濱ー 1 ナイ」 と 云 ふ。 「いくらで すか」 の 答に 「 一 圓 デオリ マ ス」、 、朝の 挨 接に r ォ 早ョォ リ マ ス」 と 云 ふ。 


兵 it 縣は 廣ぃ縣 だけに 一 様に は 云へ ない。 攝津は 勿論 大阪方 一 一 一一 口の 系統で あるが 捲 磨 ゃ淡路 もさう 見る 事が 出来る。 

「ダス」 も 「ォ マ ス」 も 行 はれて ゐる。 勿論、 西に 進む に從 つて 中國の 影響が あって 「サ カイ」 に 交って r ケン」 は 印南 郡に 

あるし、 「サ ケン」 と 云 ふ 中 Si 形が 加 東 郡に ある。 一 方 「敎 H テク ンナハ レ」 とか 「敎ェ テンカ」 とか 云 ふ 形が 宍粟 *揖 保 

郡 あたりから 「敎へ テツ 力 ー」 と變 つて 來る。 淡 路三原 郡に も r ッカ」 を 使 ふ。 r ゴ ヮス」 は 「ォ マ ス」 と共に 赤穗 郡に も 淡 

路 にも ある。 

淡路で 注意すべき は 「ジ ャロ ー」 「ャ a 1」 が 用 ひられす、 「グロ」 が 使 はれる 事で ある。 しかも、 單 なる 指定 は 「ジ ャ」 

である。 「ェ ヱ天氣 ジャ」 「明日 モ 天氣ダ 口 力」。 「見たら う」 と 云 ふ 過去 推量 は 「見 タダロ  ，1」 と 云 ふ。 また 助詞で は r ク 

ライ」 に 面白い 用法が ある。 「君の 家に も あるか」 の 問に 對 して 「有 ル クライ ョ」 と 云 ふ、 「有る とも」 と 云 ふ語氣 である、 

福 井の W 法と 似て ゐる。 

兵 庫縣で 全く 他 郡と 異なった 色彩 を もつ もの は 促 馬の 諸 郡で ある。 朝來 郡の 一 部 を 除く と 鳥 取縣の 方言と 一類と な 

る もの かと 思 はれる。 音韻 上の 特色 は 「アイ」 の 二重母音 を 音に 轉音 する 事 である。 例へば 大工 は r ダァ ー ク」 であ 

る。 また 「力」 行 鼻^音 も 漸く その 痕を 留める だけで、 アクセントの 型 も中國 方言に 類似して ゐる。 語法で 云 ふと r ャ」 

「ャ 口」 は 殆んど 行 はれす、 「ジ ャ」 「ジャ 口 ー」 は 朝 來* 出 石. 養父 三 郡 だけで、 城 崎. 美 方の 二 郡 は r グ. 一 「ダラ ー」 であ 

る。 「ダス」 は朝來 郡に あるが その他に は 行 はれす 「デス」 である。 「ォ マス」 も 勿論 無い (城 崎郡餘 部に 「ォ ス」 が あると 

の 報告が ある： 再調 を 要す )。 理由 を 現 はす 接 精助辭 「サ カイ」 は朝來 郡に は あるが、 養父. 出 石. 城 崎 郡で r シ キヤ ー」 

「シケ ー」 となり 美 方 郡で は 「ケ ー」 となって 中國 方言と 一致す る。 朝来 郡と 美 方 郡 との 中間に ある 養父 郡 は 南部 は朝來 


系で 近畿の 影響が あり、 北部 は 美 方 系で 中國的 だと 云 はれる。 「借りて」 は 近畿で は 「力， テ」 と 促音 便に する が 朝來郡 

を 除く と 但馬は 「力 レ テ」 時に 「カリ テ」 と 云 ふ。 叉 「買 ひて」 は 近畿で は 「コ ー テ」 とゥ 音便に する が 之 も 朝 來郡を 除く と 

但馬は 「力 ー テ」 であり、 同様 に 「聞かう」 は r キカ 1J と 云 ふ。 特に 鳥 取 方言の 特色なる 「山 カラ 辨當 食べ タ」 の やうな 

「にて」 の 意味の 「カラ」 が 城 崎. 養父 • 美 方の 三 郡に 現 はれて 居る。 ■ 

上記の 諸 現象 を考 へ ると 但馬は 朝来 郡 を 除けば 中國 方言の 區 域に 入れる 方が 妥當 かも 知れない。 

第 四 章 中 國 方 言 

中國 方言と は 山陽 山陰 兩道 の內、 岡 山 *廣 島 • 山 口 • 鳥 取 • 島根の 五縣の 方言 を總稱 する ものである。 この 方言 を 

更に ニ區に 分ける、 一 は 出 雲 • 隱岐 と伯誉 との 三國の 方. 言で 之 を 雲 伯 方言と 名 づけ、 その他の 地方に 行 はれる 方 一一 一一：： を 

假 に中國 本部 方言と 名 づけたい。 最も 因蟠の 方言 は 山陽 道 諸國の 方言と 相違す る點も あるが、 便 {=1 上、 岡 山 • 魔 島* 

山 口 諸 縣と石 見 • 因幡 兩國の 方言 を 一 括して 考へ る 事と する。 

〔 一 〕 中國 本都區 方言 

研究 • 文獻 岡 山縣は 明治 卅 年代に 方言 調査の 行 はれた 事が あり 單行本 も 一 一三 出て 居る が、 岡 山 方言 研究の 先覺者 

は、 昭和 五 年に 物故した 島 村 知 章 氏で あらう。 氏 は 桂 又三郞 氏と 共に 岡 山文獻 研究 會を 組織し その 機關雜 誌上に 岡 山 

方言の 語彙 を 揭げ、 續 いて 音韻 を 調査し 更に 語法に 着手した が これ を 完成せ すして 早 逝した。 親友 を 失った 桂 氏 は そ 

の 後 更に 中國 民俗 攀會を 設立して 同志と 共に 岡山縣 下の 方言 を 踏査し、 多くの 方言 集 を 出して 居る。 就中、 岡 山動植 
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中 a 方 富 

物 方言 1： 譜は好 著で ある。 第 六 高等 學 校の 佐 藤 淸明氏 は 岡 山 一 縣の 方言 研究家と 云 ふより は 全 II 方言の 比較 研究の 方 

が 有名で あるが 岡 山縣下 丈の 方言 調査 も ある。 岡山縣 植物 方言 辭典な ども 特色 ある 著述で ある。 岡 山 も 美 作 方面に は 

美 作の 六 校の 高等 女學 校の 合同 研究が ある だけで 心細い。 岡 山で は 兒島灣 附近 も 言語の 島と して 注目され てゐ る。 

廣島縣 に は廣島 文理 科 大學內 に廣島 方言 舉會が あり 土 井助 敎授の 指導の 下に 廣島を 中心とし 中 國四國 に 百 一って 方言 

の 硏究を 試みて 居る。 現に 同會員 中から 藤原與 一 氏 や 山 田 正 紀氏を 出して 居る。 ；i 原與 一 氏 は 初め 廣島縣 と 愛媛 縣と 

の 方言 境界線 を內 海上に 求め 之に 成功した、 こ の 業績 は廣島 方言 學曾 年刊 第 一 輯 として 昭和 七 年に 發 表された。 爾後 

引 續き內 海 諸島の ァク セン トを 調査して 居る." 山 田 正 紀氏は 瀨戶內 海 各 島 喚に 於け る 方言 分布 を 主として 調査した。 

その 大要 は 「方言」 第一 一 卷第六 號に發 表した 通で ある。 なほ 廣島 方言 研究者と して 忘るべからざる 人に 廣島 師範 出身の 

村 岡淺夫 氏が ある。 氏 は 縣內の 言語 分布 を計畫 し、 その 調査の 結 架 は 昭和 八 年に 同 師範の 鄉土 研究室から 廣島縣 方言 

の 研究と して 刊行され た。 その他に 府中 方言 集 を 出した 淸水範 一氏 や、 廣島縣 の 目高 魚の 方言 分布 を發 表された 磯貝 

勇 氏 は、 中國 地方 語彙 を 出した 川崎甫 氏と 共に 功勞 ある 人々 である。 

山 ロ縣で は 柳 井町 方言 集 を 出し た 森 田 道 雄 氏が あり 、 防 長 方；  一一 一！： 調 亮表を 出した 防 長 史談 會 の 人々 も あるが、 山 口 高 

女の白上貞利氏が高女の生徒と協カして調査した「山ロ縣方言調^^」は語法形式の分布調查で珍しぃ研究でぁる，^ 外に 

まだ 發 表されな いが、 窒積 女子 師範の 大本 信 雄 氏の 調査 も 縣內の 言語の 分布 調 茶で、 旣に 多くの 分布 圖 が 出來て 居る 

害で ある。 

石 見國の 研究 ゃ文獻 について は 次の 雲 伯區を 述べ る 際に 併せて 說く 事と する。 


营 韻と 語法の 特德 中國 方言が 近畿 方言と 著しく 相違す る點は ァクセ ント にある。 服 部 W 郞氏 によれば 山陽 道 地方 

(播磨 を 除く) の 方言の ァクセ ントは 近畿 ァクセ ントと は 著しく 異なり 反って 東方 ァクセ ントに 酷似して ゐる。 氏 はこ 

の點 を根據 として、 

つ 近畿 方言 

1 甲種 方言 一 

(四 國方首 

I 東方 方言 

乙種 方言 

一中 國 方言 

の 如き 方言の 親族 闢 係に 關 する 一 假說を 學界に 提出され た。 この 研究 は その後、 東京 文理 科大學 方言 研究 會の大 原 孝 

道 氏に よって 補足され、 中國 ァクセ ントの 行 はれる 範圍は 岡 山 • 廣 島 • 山 口  ： 鳥 取の 各 縣と但 馬國で 外に 出 雲の 一部 

(能 義- 飯 石の 二 郡) と 丹 後の 一 部 (熊 野 . 竹 野 • 中の 三 郡) である 事が 「方言」 第一 ー卷 第三 號に發 表された (なほ、 出 雲の 

大部 は 多少 中國 ァクセ ン トと異 つた アクセント を 持って ゐ る)。 

尤も 1 口に 中國 ァクセ ントと 云っても 多少の 相違 はあり 最も 關東 地方に 似て ゐ るの は廣島 • 山 口 の 兩縣と 石 見と で 

ある。 例 を 廣島縣 にと ると 一 音節の ァクセ ントは 全く 東京と 同じく、 一 一音節の もの も 時に 例外 は あるが 殆ど 同じで あ 

る。 三 音節と なると 例外が 漸く 多くなる が、 概括して 東方 アクセントに 酷似して ゐる事 は 否定され ない。 

音韻 方面で 近 幾 方言と 異なる 第二の 點は 「力」 行 鼻濁音の 存在せ ぬ 事で ある。 之は國 語調 1^ 委員 會 音韻 分布 gl 第廿五 

圖を參 照 すれば 明かで ある。 但馬は 美 方 郡に この 鼻濁音の 無い 事 は 明かで あるが、 恐らく 但馬 ー國に 無い ので は ある 


巾！^ 方 0 

まい かと 思 ふ。 

音 額に つき 第三に 注意すべき 點は 「アイ」 の 二重母音の 轉訛 である。 伍 馬で ち B 曰と なる 事 は旣に 記した 通りで あるが 

岡 山縣の お 音 も 有名な ものである。 .S 村 氏に 從 ふと、 

「ァ」 に 前 キ：： ゆ 音が 後锿 する 場合に は 涵 度に 前 化され、 a  .^J^ リ 越して に 15^ ちつく、 同時に 後 接の 前 舌 母音，^ 同化して おの 

長音に なって 了 ふ。 …… 之が 名 古 凰の 「ォ キヤ ァセ」 辯と どんな 異同が あるか …… 比較,^ 試みる とァ 音が 前 舌 母音 LL 後镜 すると 

さ a が. 5^ 音に 韓 化する 二と は fs  く 似て ねる が 「ォ キヤ ァ セ」 の 「キ ァ」 と、 「オケ トャ マ」 の 「ケ ャ」 と は 仝く 違 ふ、 後者が ひ kde:nia 

(或は ひ ぎ 一 la) の 如く 前 舌 母 昔で あるのに 對し、 前者で は ひ k¥il も の 如く 前 舌から 後 舌に 推移して ゆく やうに 考 へられる。 

と ある。 その 音質 はとに かく、 この 音 は 岡 山 全縣の 外に 廣 島の 備 後に 分布して ゐる。 然るに 安藝に 入る と a 音 はな 

く 「アイ」 は 多く 原音 を 保存す るか 稀に rn 1」 となる。 山ロ縣 では、 周 防の 佐 波 • 吉 敷と 長 門の 阿武 • 大津 • 豐沛等 

で、 一種の 音に 發音 される。 

但し 昔 便から 生じた 「アイ」 昔 は廣島 • 山 ロ兩縣 及び 石見國 では r ァ ー」 の 長音と なる 例で、 ァカ ー( 赤し)、 ナルマ ー 

(なる まじ)、 力 ー テ (書きて) などと 云 ふ。 

子音 轉換 では 特に 注意すべき もの はなく、 「ザ」 行 r ダ」 行の 互換が 稍 多い と 云 ふ 程度で ある。 なほ 近畿 地方に ある j 

音節 語 を 長 呼す る 傾向 も中國 方言に は 認め難い。 

語法に つ いて 見る と、 兵 庫縣を 去って 岡山縣 へ 入つ て も 著しい 相違 はない が、 指定の r ャ」 は r ジャ」 におき 更 へ られ 

從っ て 「ャ n 1」 は r ジ ャ 口 丄 となり、 理由 を 現 はす 接 精 助詞 「サ カイ」 は英 W 郡に 其痕を 見せる だけで 「ケ 丄 「ケ ン」 
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が 之に 代って 現 はれる。 敬語 助動詞の 「ナ ハ ル」 「ハル」 も 其 使用が 少く なって 「ォ lb キン サル」 rib キン サル」 が 多くな 

り 其 命令形 は 「ォ行 キン サイ」 「行 キン シ ャ ィ」 である。 同様に 「御 見なさい」 は r ォ见ン サイ」 「見 ン サイ」 「兑ン セ ー」 

であるが、 時に 「見 ラレ」 「見 ャィ」 の 形が m ひられる。 之 を 丁寧に 云へば 「見 テツ 力 ー サイ」 rr ル テク レ ン サイ」 であ 

る。 この 「下さい」 の 意の r ッカ ー サイ」 r ッカ ー シ ャ ィ」 r ッ カイ」 等 は中阈 方言の 一 特色で ある。 rln ルン サイ」 を 打消せ 

ば- 禁止で 「見 ン サン ナ」 と 云 ふ。 「爲 るな」 は 「シン サン ナ」 「ス ナ」 と 云 ふが、 岡 山巿で 「オスナ」 と 云 ふ 蔡 も ある。 「起 

きるな」 は 「ォ キナ J である。  . • 

存在 は 「雪が 降ッ トル」、 進行 は 「雪が 降リ ョ ー ル」。 打消の 過去形 は 「ナンダ」 で 近 幾と これ 等 は變り はない。 

格 助詞の 「を」 が、 .1 で 終る 名詞に 繽く 時には、 中國 方言で は 之 を r ゼ 一一 ュ 一」 (錢 を) r ヒ ュ ，1」 (火 を) の やうに 物音 

にす る (伹し e に 終る 名詞に 繽 く 時 は 「サキ ョ ー」 (酒 を) となり r サキ ュ ー」 と はならない )o 「起きよう」 を 「ォキ ュ ー」 と 

云 ふ の も 様な 音變化 で あ ら う。  . 

「ございます」 に相當 する 方言 形 は 「ゴザ ンス」 r ゴザ イス」 「ゴ ンス」 で 「ガンス」 は少 い。 . - — 

廣島縣 では 備後 はま だ 岡 山 方言に 似て 居る が、 でも 「など」 (等) の 意の 「ャ コ ー」 と 云 ふ 言葉の 如き は廣島 縣に 入る と 

頓に少 くなる。 推量の 「聞いたら う」 は廣島 以西で は 「キ イツ！ 1 1」 と 云 ふ 事が 多い。 

. 「晴 レル m 心フ」 「山 田云フ 人」 などの 所謂 「ト」 拔 けの 現象 は廣 島の 一 特色の やうに 思 はれて 居る が 之 は 岡 山に も あり、 

更に 云へば 近 幾に も ある。 之に 比べる と 「ございます」 を 「ガン ス」 と 云 ふの は、 廣島 ガンスと 云 ふやう に廣 岛縣に 入つ 

て 著しく 耳 立つ 一一 一一 n 葉で 「ございませう」 は 「ガン ヒ ョ ー」 である (「ませう」 も 「マヒ 3 1」 と 云 ふ )o 

中 画. R li: お 
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中 K 方 言 

打消の 過去形 は 安藝に 入る と 「ナ ンダ」 の 外 に 「ザ ッ タ」、 r ダ ッ タ」 が 加 はる。 「行 カザ ッ タ」 「行 カダ ッ タ」 と 云 ふ。 

「から」 の 意の r ケ ー」 は 「ゲン」： i に 「キン」 を 交へ、 「けれど」 の 意の 「ケ I ド」 もまた r ケ ンド」 を 加へ る。 「降" トル」 の ほ 

かに 「降 ッ チ a ル」 の 形が 喜ばれる。 以上の やうな 諸 傾向が 現 はれて 來る。 

動詞の 昔 便 形 「コ ー テ」 (贾)、 「カツ テ」 (借) は 岡 山縣と 相違 はない が、 「屮 Z して」 は 近畿 の 「グイ テ」 が 岡 山の 「ダャ ー 

テ」 となり 廣- おで は 時に r ダ ー テ」 となる。 之 は 音韻で 述べた 「アイ」 が 「ァ ー」 となる 現象で 「ァカ ー」 (赤い) 「ス マ ー」 (爲 

まい) が 安藝 あたりから 多 くなる のと じで ある。 また 「飛んだ」 「譲んだ」 が 「ト ー グ」 「ョ， I ダ」 とゥ 音便になる の も 

安藝に 入って 多く 現 はれる。 

廣島縣 は 安藝と 備後 とで かなりに 相違が あり、 安藝 は 一 暦中國 的で ある。 備 後の 內 では 南部の 福 山 領の沼 隈. 蘆 品* 

深 安の 三 郡 は 特に 音 55 の 訛の 多い ところで ある。 「ウイ」 の 二 m 母音 はこ \ では 「ィ ー」 になる、 キ ー モノ (食物) シン リ 

1( 親類)。 また 「泣かす に」 は 「ナ カント」 と 云 ふところ を 幅 山巿を 中心として 「ナカ ッ ト」 と 云 ふ。 この 「泣かす に」 と 云 

ふ 形を廣 全縣 特に 北部で 「泣 カン コ ー 一 こと 云 ふ。 岡 山で は 露 庭 • 阿哲の 兩郡 だけで 使 ひ、 山 ロ縣に 於て は^ 防に は 

少く長 門 で 使 ふ。 廣島 では 「泣 カン ズク 1 この 形 も 稀に ある。 

山 ロ縣に 入れば 「アイ」 を 「ァ ー」 と轉 する 事 や、 「飛んだ」 r 讀ん だ」 を 「ト ー ダ」 「ョ ー ダ」 とゥ 音便に する 倾向は 愈 

くなる。 又 打消の 「ナンダ」 に 代る 「ザ づ タ」 は 減じて r ダ ッ タ」 となり 時に 「ラ ッ タ」 にまで 訛る 事が ある。 

「なさる」 に相當 する 山 ロ縣の 敬語の 言葉 は 種々 ある。 「書きなさい」 は 「書 キン サ レ」 「書 キン サイ」 「書 キン ハ レ」 

「書 キナ ハ ィ」 などの 外に、 r ォ書キ ー ナ ー」 「書 キ ナイ」 あり 「書 キサ ンセ」 「書 キサ ン」 「書 キ ハンへ ー」 「書 キ ハ ン」 あ 


り 「ォ 書キ ー ャ ー」 「ォ書 キヤ ー レ」 も ある。 しかし、 特に 面白 いのは 「書キ マイ」 の 形 であ る。 この 「マイ」 は 「なさ い」 

の 意味で 「見なさい」 ならば 「見 マイ」 「見 1- マイ」 と 云 ふ。 熊 毛 • 都濃兩 郡と 阿武 郡の 一部に 分布して ゐる。 或は 「書 キ 

マ ヘイ」 と 云 ふ 形 も あるので その 略 形 か。 

「下さい」 に相當 する もの は r ッカ ー サイ」 の 類に 「ッカ ー サレ」 r ッカサ レ」 r ッカ サン」 「ッカ ー レ」 「ッ カイ」 「ッカ 

,1」 が あり 「タレ ン サイ」 「タレ. サイ」 「タレ サン」 の 外に、 やはり 「タレ マイ」 と 云 ふ 形 が ある G 「タレ マイ」 も 分布 は 都 

濃 郡と、 外に 大津 • 阿武の 二 郡に 散見す る。 之に も 「ク レマセ ー」 と 云 ふ 形が 見える。 

「ございます」 に相當 する ものに 「ゴザ ン. ス」 「ゴ ダンス」 「ゴザ ー マス」 「ゴザ イス」 「ゴ イス」 の 類が ある。 ところが 

周 防と 美禰 • 大津の 一 部に 「ゴ ァリ マ ス」 「ゴ アンス」 「アンス」 「ゴ ワン ス」 「ゴ ン ス」 の 分布が ある。 一 體- 山 ロ縣に 

は 「ございます」 と 云 ふところ を 「ァリ マ ス」 と 云 ふ。 「お早う ございます」 を 「ォ 尸 ョ ー ァリ マ ス」 と 云 ふ 事は廣 山 口 

に 行 はれて ゐる。 

山 ロ縣の 特殊の 語法と して 者の 意味の 「の」 を r ソ」 と 云 ふ、 「由 いのは」 と 云 ふの を 「シ ロイ ソヮ」 とか フン ロイ ホヮ， 一と 

云 ふ。 長 門の 云 ひ 方で あるが 吉敷 郡に も ある。 また 言葉の 終りに 代名詞 を附 けて r ネ ー タ」 「ノ ー タ」 「ノン タ」 などと 

云 ふ。 仞 へば 「哀れな 話 じ や ノ， I タ」 「哀れな 話であります ネ ー タ」 と 云 ふ、 周 防に 多い が 長 門に も 行 はれて ゐる。 山 

ロ縣 方言 調 茶に よれば 「お困りで せう」 と 云 ふ 事 を 「ォ コマ リサ ェ n 」 と 云 ふ 地方が 大島 •  ^珂 • 熊 毛 • 都 濃 . 美 禰及宇 

部 市に 散見して 居る が 注意すべき 云 ひ 方で あらう。 また下關方面では可能に「ョ ミキル」(讀める)の形がぁり.^^州方言 

の 影響 を 見せて ゐる。  . 
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石兑に 入る、 石兑は^11,^根縣の中に入ってゐるが出雲とは全く別系統で中國方1ーーロ に屬す る 言葉で ある。 特に 西の 美 

鹿 足 郡の 方言 は 山 ロ縣に 近い。 尤も 東の 安濃 *邇 摩 郡、 特に 安濃 郡に は 出 雲の 影響が 多い。 

動詞の 音便 形を晃 ると r コ ー テ」 〈買) 「力 ッ テ」 (借) は 勿論 中國 方言 式で あるが、 「ゆ、 いて」 「出して」 は 安濃 *邇 摩 二 

n を， 除き 「サ I テ」 となり r ダ，' テ」 となる 地方が 多く、 「書きて」 は 「力 ー テ」 と 長音 化する。 「讀 みて」 「飛んで」 も邑智 • 

那賀 特に 美 濃 . 鹿 足 一 一郡で は r ョ ー デ」 r ト ー デ」 と 云 ふところが 增 して 来る。 

打消の 過去形 「行 力 ナンダ」 の 如き 「ナ ンダ」 は 鹿 足に ある だけで 「行 カザ " タ」 「行 力 ダ.' タ」 と共に 「行 カン ダ" タ J 

「行 カン 力， タ」 が 行 はれて ゐる。 打消の 「泣かないで」 の 形 は 「泣 カン コ I こと 安濃 *邇 摩で 云 ひ、 その他の 各 郡で 「泣 力 

ンコ -J  二 」 と 云 ふ。 

敬語 助動詞 は 安濃 • 邇摩 に は 「c- ナ ハル」 r 兑ナハ ィ」 の 如き 形が 多く 行 は れる が、 他の 各 郡で は 「見 ン サル」 「見 ン 

サイ」 と 云 ひ、 親近 者に 「ミナ ル」 r 兒 ナイ」 と 云 ふ。 美 濃 郡 益 田に は 「見 ン チヤ ル」 「見 ンチ， ィ」 の 訛 形 も ある。 

これ^ を兑て も 石 見の 西部の 方言が 山 ロ縣と 一 致して ゐる事 は 分る。 

「下さい」 は 鹿 足に は 「ッカ ー サイ」 「タレ ン サイ」 が 多く、 美 濃に は 其 他に 「ヤン サイ」 「ヤン ナイ」 が 使 はれ、 那賀で 

は 「ヤン サイ」 「ヤン ナイ」 が 主で 「ゴセ ー」 が 混じ • 邑智. 邇摩は 「ゴ セ ー」 「ヤン サイ」、 同勢 力で 安濃で は 「ゴ セ」 と 

r ォクレ ャ」 が 用 ひられる。 「ヤン サイ」 は 上の 「て」 の 音と 融合して 「貸し チ ャ ン サイ」 ともなる。 

「ございます」 は 「ゴザ ンス」 が 安濃 . 遍摩を 除いた 地方に 行 はれて 居る が、 「櫻で ござ います」 と 云 ふ 代りに r 樓デァ 

リ マ ス」 と 云 ひ、 更に SI" . 那贺 を屮 心と し 各 郡で 「櫻 ダリ マス」 と 云 ふ。 「樽 ダァ" マ ス.」 の 形 も ある。 


特殊な 用法で は 「飮ム く」 の 如き 云 ひ 方 を 「飮 みつ つ」 の 意に 用 ひる 事 は廣島 • 山 ロ兩縣 共に 行 はれて ゐ るが、 石 c ル 

では 之 を 「飮 むと すぐに」 と 云 ふ 様な 意義に 轉用 する。  - 

係 結の 殘存 とも 見るべき もの もあって 「三十 デコ サレ」 と 云 ふやうな 語が 老人^に 行 はれる。 これ を 「クサ ァレ」 とも 

云 ふ。 

「ねばならぬ」 を 「ョ ー ナ」 と 云 ひ 「病 氣ヲス レバ 舉校 ヲ休ム ョ ー ナケ ー、 ^心セ ー」 と 云 ふやう に 云 ふ。 この 云 ひ 方 は 

石 見 I 體に行 はれて ゐる。  • 

石 見方 言が 中國 方言に 馬すべき 徵證 はま だ 之 を 求める jsjl- が出來 るが、 こ \ に 不思議な の は 指定の 助動詞で ある。 中 

國 方言で は 指定 は 「ジ \i を m ひる 例で あるのに 石 見方 言で は 美 濃 • 鹿 足 • 那賀三 郡の 外 は 「ジ ャ」 を S ひす 「ダ」 は 美 濃 • 

鹿 足で は稍少 いが、 東に 向 ふに 從 つて 優勢と なり、 とにかく 石 見 一 國に行 はれて ゐる。 r ジャロ ー」 「グロ ー」 の關 係に 

於ても 同様で ある。 尤も 「拂 ひた」 の 音便 は 「ハ 口， -タ」 の 外に 「ハラ ッ タ」 も S ひ、 「起きる」 の 未來を 「ォキ ュ ー」 の 外に 

r ォ キヨ ー」 とも 云 ひ石兒 方言に 現 はれた 雲 伯 方言の 影響 はかなり 濃厚な ものであるが、 この 指定 は r ダ」 の 方が 「ジ ャ」 

より^かに 優勢な のであって、 之 等と 同 一 視 する 事 は 出来ない。 . 

之と 同じ やうな 例 を 鳥 取 方言に 見る 事が 出来る。 鳥 取 方言で は 八 頭 郡で 時に r ジャ」 を 用 ひる 察 は あるが 全縣で 「ダ」 

を 使 ふ。 「ジャ 1」 も 同様で 縣下 一般に 「ダラ ー」 と 云 ふ、 之 は 伹馬も 同様で ある。 r ダロ ー」 と 云 ふべき を 「ダラ ー」 と 

云 ふやう に 鳥 取 方言に 於て は 「聞 イタ 口 ー」 と 云 ふところ を 「聞 イタラ ー」 と 云 ひ 「聞 コ ー」 は 「閒カ ー」 と 云 ふ。 113： ひて」 

は 「コ -I テ」 と 云 はす 「力 ー テ」 と 云 ふ。 時に 促音に して 「カッテ」 と 云 ふ。 面白 いのは 「借りて」 の 音便で、 之 を中國 的に 
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「借.' テ」 と 云 はす、 「力 レ テ」 と 云 ふの は 「借 レル」 と r み ふ 下 一 段 動詞の 存在す る 事 を 意味す る わけで， この 點 では iT:! 取 

方言 は 中！： 的で ない。 

clT 取 方言に はかくの 如く 他の 中國 方言と 異なる 特徴 は ある けれど、 音韻 現象 を 以て も かな 如く 雲 伯 方言との 相違 

は 一 暦に 大きい から 姑く 中阔 方言に 人れ てお く。 

c;! 取 方言の 特殊な Si 法と して、 の 如き 「カラ」 の 用法 は 注意すべき ものである。 例へば、 「子供 ヲ 草原 カラ 遊バ セ 

テ オル」 「明日 校 カラ 運動 會ガ アル」、 「草原に て」 r 舉抆 にて」 の 意で ある。 全 縣に行 はれて ゐ るが、 西 伯 • 日 野 郡に 

少ぃ。  - 

〔一一〕 雲伯區 方言 

硏究 • 文默 出 雲 は 訛 昔の 多い 地方 だけに 訛音 矯正の 立場から 方言 研究が 起って ゐる。 旣に嘉 永の 頃に 中 村 守臣の 

EE 雲 音と 云 ふ 著述が あるら しいが 之 はま だ發 見され てゐ ない" 明治 一 一 十 一 年の 「出 雲 言葉の かきょせ」 も 同 三十 五 年頃 

の隱岐 阔 訛 言 調 芥害も 主として 訛音に 關 する ものである。 實際 運動と して は 澤修 一 一氏 や 高 橘 龍 雄 氏の 手に よって！ 

正の 爲の講 I：： 會 などが 催されて ゐる、 大正 十五 年に 鄕語 改善 會が 生れた。 出 雲の 方言に ついては 高 橋 龍 雄 氏の 外に、 

出 雲 方言お の 著者 後藤 藏 s: 郞 氏の 研究 ゃ來大 の國語 研究室で 燒 けた 齙 田次郞 氏の 報告な どが あるが 近年、 氣 鋭な 學者 

の 手に よって 著しく 進歩して 來た、 その 代表と も 云 ふべき 人 は濱田 女子 師範の 石 田 昭氏 である。 氏が 中心と なって 

調 木 に した rc:?^^, 縣に 於け る 方言 分布」 は 全國の 方言 書中で も 最も 勝れた 研究の 一 である (氏に は 外に 石 見 山間部 方言と 

題し 氏の 鄕 m 一の 那贺 郡- S 城 村 方言に 關 する 著述が ある)。 濱 W 中舉の 千代 延尙壽 氏 も 石 E 氏の 協力者で ある. - 出 雲の 
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ァクセ ントを 調査した 東京 文理 大方 言 研究 會の大 原 孝道 氏の 研究 も 見るべき ものであるが 之 は 松 江の 男子 師範に 保存 

されて 居り、 同校の 靑木榮 藏敎論 亦 方言の 研究者で ある。 その他、 出 雲の 大原郡 を 主として 研究した 加 義成 氏の 調 

查は 未だ 舉界 には發 表されて 居ない が價 値の ある ものである。 新進に 岡義重 • 佐 藤愼吉 • 錦 織柳藏 等の 諸氏 を あげる 

事が 出来る.^  . 

島根 縣廳 でも 方言 調査に は 相當の 顧慮 を拂ひ 昭和 七 年に は 敎育會 を 後援し 松 江で 金 田 一 氏 を聘し 講習 會を 開き 北ハ後 

全 縣的調 杏 • を 開始した 普で あるが 其 調 杏 成績 はま だ發 表されて 居ない。 本 lE^ 方言に ついては 伯誉 方面と 隱岐 方面との. 

調 14- が 未だ 不十分で ある。 この 隱岐が 出 雲 系なる 事を發 見した の は大田 榮太郞 氏の 實地 路查の 賜物で ある。 

音韻と 語法の 特徵 特徴 を 記す 前に 一 言して おきた いのは 本 方言 は 出 雲と 隱岐と 伯 香との 三國を 含んで 居る で 

ある。 その 出 雲 一 國も 細別 すれば 際限 はない が 飯 石 郡の 南部の 如き は 全く 中國 系で 出 雲 方言で ない のに、 石兑の 安濃 

郡の 如き は 反って 出 雲 系で ある。 伯老 曰で は 東 伯 郡 は 寧ろ 因幡に 近く、 西 伯 日野兩 郡が 出 雲 系で あると 云って 大過 はな 

い。 隱岐も 島 前と 島 後と では 必す しも 一様と は 云へ ない。 

大原 孝道 氏の 調査した 中圃の アクセントの 分布 II が 「方言」 第二 卷 第三 號 に揭げ て ある、 之 を 一 見しても この 方言の 

特殊な 分布 はよ く 分る。 氏に よると 出 雲 アクセントの 行 はれる 範圍は 舊松江 藩領を 主と し、 石 見 東部の 安濃 邇 摩の 兩 

郡に は その 延長 領域と 考 へられる 部分が あり、 同じ 出雲國 でも 能義郡 及び 飯 石 郡の 南半 は中國 一 般に 類す る ものと 記 

されて 居る。 出 雲 アクセント は中國 ァクセ ント に似て 居る が 又 近畿 アクセントに 近い 點が ある。 卽 ち- 鬼 京の 上 中型 

アクセントに 屬 する 二 音節 語が 近 幾 式に 下 上 型と なったり、 起伏 式 形容詞の 連用形の アクセント も 出 雲の もの は近戟 
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了クセ ントに 近い。 之に 反し 伯 奢の ァクセ ントは 中！： 式 だと 云 はれて ゐる。 叉 隱岐の アクセント は 出 に似て 更に 複 

雜で 一^ 近 幾 的 だと 信じられて ゐ る。 

出： S の 音 韶が柬 北方 言の ものに 類似して 居る ia$ は古來 名で ある、 例へば 「ハ J 行臂音 が 存在す る 事、 「イエ」 「シス」 

「チ ッ」 の 音の 瞹昧 なる 事、 r ク ヮ」 音の 存在す る IST r シ， - 」 音の 優勢なる 事 等を數 へる i$ が出來 る" 爲に擧 者 間に は此兩 

地方の 一 .PIHii 現象の 類似 を說明 せんとして 種々 な 假說も 主張され てゐ る。 例へば 日本海 沿岸 一 帶が もと 同 一 な 音韻^ 態 

を 保持して おた ところに 京都の 方言が 進出して 之 を中斷 したと！ る 如き も 其！ 說で ある。 但し、 東北 方言と 出 雲 方言 

との 音 韶は 一致した 现象 ばかりでなく、 其 相 S 一 も 勿論 少 くない。 東北 方言で は 間の 「力」 「タ」 兩行音 は 法則 的に 有 

聾 化す る が 出 雲に はか、 る 現象 はない し、 束 北方 言 では 燭 音の 前に 鼻音 の 入る 傾向が あるが 出 雲に はか、 る こと はな 

い。 また 出 Ml に は 「力」 行 ^tpg 昔の 現 はれない 事 は 一 般 の屮國 方言と 同様で ある。 

出 雲の 「シス」 r チ ッ」 の 混同 は 東北と！ E 様に r  乂は： U の 中間 母音の；！^ 在す るた めで、 之が 各種の 子音に 結合して 特 

殊な音 節 を 作って 行く。 「ス」 「ッ」 の 音節 は r シ」 「チ」 に 近く 閒 える。 「ハ」 行の 場合 は 辰 〔音の F の 存在に よりて 「g」 

「fs」 の 音節 が 特に 耳 だって 問える、 之 は 簸川郡 平 田 附近で 最も 著しい。 r キ」 「ク」 は 摩擦音 を 伴って、 I 又は.^ に 近い 

*： となる。 又 r キ ュ ー リ」 (胡瓜)、 「ギ ュ ー -1 ュ ー」 (牛乳)、 「チ ュ ー ガク」 (中 學)、 「ゥ ンシ ー」 S 州)、 「II ジ ュ ー」 

ニー 十) などが r キ ー リ」 「ギ ー 二 ー」 r チ ー ガク」 「ォ ンシ ー」 「 二 ジ -1」 に 近く 發 音され る點な ども 全く 東北 的で ある。 

母音 轉換 では M 頭で 「ィ」 は 「ェ」 に 近く 發 音され、 r ゥ」 が 「ォ」 に 近く 發 音され るので 「H シ」 (石)、 「H マ」 (今)、 「ォ 

シ」(^^) 「オメ」 (栴) と閒 える、 Si 間に もこの 傾向が 優勢で ある (後藤 藏 g: 郞氏は 「出 雲に て は r ゥ」 は r ヮ」 行の r ゥ」 0 や 
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うに 發音 する」 と 記して 居る)。 雲 伯 方 言で 注意すべき 音韻 現象に 「ァ ゥ」 の 二重 母 音 を 「ァ ー」 の 長音と する 傾向が あ 

る。 「バ， -ジ」 (坊主)、 「力 ー テ」 (買うて)、 更に 短く r ァ」 に發 音して 「11 ョパ」 (女房)、 「メ ンダ」 (而 倒) と 云 ふ。 之は旣 

に 鳥 取 方言 にも 發見 できる ものである。 一 一重 母 音 「アイ」 は r ァェ」 となり 叉 は 「H  -'」 rnj となる。 「タ ェ コ」 (太鼓)、 

r ナゲ」 (長い)。 「ラ」 行の 子音が 弱く ある 現象な ど は 東北に よく 似て る。 例へば 「テ マ ー」 (手毬)、 r ォ ー マ シ」 (居 

ります )o 

語尾の 「、、こ を 撥音と して 「ネ ジン」 (M)、 「ミ ナン」 (南)、 「テガン」(手紙)など云ふ訛音は鹿兒^1?方ー1ーロに著しぃが出雲 

にも かなり 多い。 

語法の 方面で は先づ 動詞の 「借」 が 出 雲 隱岐に 於て は 上 一 段 活用て ある 事 を 指摘したい。 之 は 鳥取縣 では 下 一 段活 m 

で 「借 レル」 と 云 ひ、 「借 リル」 を 混じ、 西 伯 郡で は 「借 リル」 となって 出 雲と 一 致す る。 ri 只」 と 「て」 との 連接 は 出 雲 は 

「力 ー テ」 「力 テ」 で、 隱岐は 「力 、>  テ」、 鳥取縣 では 鳥 取 市に は 「コ ー テ」 が 行 はれて ゐ るが、 「力 ー テ」 が 全 縣に行 は 

れてゐ る。 石 見で は 勿論 「借」 は s: 段、 「買て」 は 「コ ー テ」 である。 四 動詞の 未來形 「聞かう」 は 出 雲、 隱岐は 「キカ ー」 

r キカ」 で 鳥 取縣も 同様で ある、 しかし 「起きよう」 は 雲 伯 方言で は 「ォキ ョ ー」 であるが、 西 伯 • 曰 野 を 除く £1 取縣 では 

「ォキ ュ ー」 であり、 石 見で は 「ォ キヨ ー」 を 主と し 西 石 見で 「ォキ ュ ー」 が 現 はれる。 形容詞の 副詞 的 用法で は 石 兑と囚 

幡 では np§ シュ ー ナジタ」 と 云 ふが 雲 伯 方言で は r スズ シ I 一 ナツ タ」 「スズ シネナ ッ タ」 「スズ シン ナツ タ」 「スズ シ ナウク」 

と 云 ふ 例で ある。 尤も、 隱岐に は 「ス ズシ ュ ー」 の 形 も 行 はれる。 

助動詞で は 指定 sr ダ」 は 因幡 • 伯 香 • 出 雲 • 隱岐 • 石 見 を 通じて 行 はれ、 石兑の 西部と 因幡の 柬 部に 「ジ * 」 が 行 は 

中 ほ 方 富 
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れ、 從 つて 標準 形 「•  たらう」 は r グロ ー」 とも 云 ふが、 鳥 取 縣と出 雲 • 隱岐 では 「ダラ ー」 「ダラ」 で、 西 石 見 だけが 「ジャ 

口 ー」 である。 「ございます」 は 中國は 「ゴ ザ ンス」 「ゴ ダン ス」 が 多い が 出 雲で は 「ゴ ザ イス」 「ゴ ザ エス」 である。 

過去 推量 形 「たらう」 は石兑 では 廣く r ッ 口 ー」 が 使 はれて ゐ るのに、 因幡 . 伯 耆* 出 雲 隱岐は 「タラ ー」 「クラ」 で 

ある。  , 

打消の 過去形で は r ナ ンダ」 は 行 はれす 「聞 カザ ッ タ」 「間 カダ ッ タ」 の 形が 伯 香 •  5^雲 • 隱岐 • 石 見に 行 はれ、 「聞 力 

ナ ング」 は闪 幅と 西 石 見の 一 部と にある。 「聞かないで」 は 「聞 カズ  一二の 外に 出 雲で 「聞 カン コ ー 一 こ 「問 カン コ I こが 

行 はれ 石见 に續 いて ゐる。 

使役で は中國 では 「掃 カス」 の やうな 形が 廣く行 はれて ゐ るのに- 出 雲で は 「掃 力 セル」 隱岐 では 「掃 カス ル」 が 多く 使 

はれる。 

敬語 助動詞で は 出 雲 • 隱岐に は 「見 サ " シ ャル」 「見 ナ ハ ル」 「見ナ ハ ー」 等が 行 はれる が 鳥 取 及び 石 見で は 「見 サ サ シ 

> ル」 は 使 川少く 「見 ン サル」 「见 ナル」 等が 喜ばれる。 

「下さい」 に 相 《おする もの は 出 雲 • 隱岐は 「ゴ セ」 及び 「ゴサ ヅ シャ ィ」 「ガッ シャイ」 r ゴ シナ ハエ」 「ゴ シナ ェ」 等、 「ゴ 

セ」 の 複合 形で ある。 烏 取 縣 では r ゴ セ ー」 も 行 はれる が r ッカ ー サイ」 「ッ カイ」 が 多く 使 はれ、 伯 香に 於て 減じる。 

進行 時の 助動詞 は 出 雲. 隱岐は r チ" ル」 で、 伯 香 も 同様。 因幡 は 「ョ ル」 である。 

助 11 になる と、 格 助 訶 では 「鳥 を」 は中國 では 「トリ ュ ー」 となる 例で あるが、 出 雲で は 「トリ ー」 「トリ (ォ )」 r ト ー 

(ォ )」 と 云 ふ、 「酒 を」 は中國 では 「サ キヨ， I」 であるが 之 も 出 雲で は 「サケ I」 と 云 ふ。 爲 取縣 では、 西 伯が 出 雲と 同隨 


で 他 地方 は 混じて 使 ふ。 

接續 助詞 は 理由の 「から」 に相當 する もの は 出 雲 は 「ゲン」 專 S で 「ケ丄 を 殆ど 用 ひない、 隱岐 では 「ケ ン」 「ケ 一 こ を 

使 ひ、 伯誉 では 西 伯と 日 野と は 「ゲン」 で 東 伯 は 「ケ ー」 が 多い、 石 見 も r ケ ー」 である。 

出 雲に 特殊な 云 ひ 方で 「雨 は 降る けれども」 と 云 ふ 時 に 「降 ルダド モ」 又は 「降 ルダ ー モ」 「降 ルダ ダモ」 と 云 ふ.、 隱 岐 

では 「降 ルダ エド」 「降 ルダ ェゾ」 と 云 ふ、 石 見に は 無い が 鳥 取 縣には 西 伯と 日 野に 「降 ルダ ドモ」 「降 ルダ ー 乇」 の 形が 

ある、 時に 「降 ルド モ」 とも 云 ふ。 「赤い けれど」 は r ァカ H ダ ドモ」 である。 隠岐に 不可能 を 現 はす 云 ひ 方に 「H モ讀マ 

ン」 と 云 ふ 表現が ある、 出 雲で は 中國と 同様に r ョ， -讀マ ン」 と 云 ふ。 

第五 章 四 國 方 言 

四國 地方の 方言 は 之 を 阿 讃豫の 三 州の 方言と 土 佐 方言と に 分けて 考 ふべき ものと 思 はれる。 大體に 於て 近 幾 方言に 

近い 方言で あるが 中國 方言の 影響 も かなり 多い。 國 方言の 研究 はま だ 十分で ない が 同時に 中國 と四國 との に 挾ま 

れる 瀨戶內 海の 島嶼の 方言 もよ く 分らない。 嘗て 藤 原與 一 氏が 各 島嶼 を 歷訪し W 國と 中國 との 兩方言 の 境界線 を發 兑 

せんとし 其 結果 は 「方言」 第一 ー卷 第六號 にの せて ある。 その後 ァクセ ントの 方面から 氏 は 之 を K: 檢 討して ゐる。 

〔 一 〕 阿 讃豫區 方言 

硏究 • 文獻 昭和 六 年に 四國の 各縣を 一 々歴訪し 多くの 方言 研究者 ゃ文獻 を發兑 した 大田 榮太郞 氏の 叫闽 方言 资料 

と 題す る 論文が 「方言」 第四卷 第二 號の^ 國 特輯 號に 出て 居る。 詳細 は それに 譲りたい。 德島縣 では 橘 本^ 一氏の 阿波 


の 方言が 唯一 の 刊行 害で ある。 研究^^としては金澤治氏をぁぐべきでぁらぅ。 氏の 業績 は大體 「方言」 誌 ヒに 發 表され 

てなる。 -衄ハ 介の 方 言 はよ く 問題と される がさまで 變 つた 一 W 紫で はない、 早く 小 杉溫邨 氏に よって 調べられ たが 阿波 敎 

育 一 二 ハ六號 にも 揭げて ある。 本縣 方言の， 語法に ついては 國舉 院雜誌 三十 七 卷七號 にも 大田 氏の 論文が ある。 

香川縣 では 師範 學校 ゆが 中心と なって HE 下、 方言 矯正に カを盡 して ゐる。 研究者と して は 陸田稔 氏が ある。 氏に は 

言語地理 的な 細かい 調 _ ^-が あり、 分布 地 圖も出 來てゐ る。 小豆島方言にっ ぃては昭和八年に^^！叉三郞氏の手で方言 

が あまれた。 

愛 嫒縣の 方言 研究に ついては 杉 山 正 世 氏の 名 を あぐべき である。 氏が 周 桑 郡に 居住 せられた <s 時、 編輯した 愛缓縣 

周 桑郡鄕 土硏究 彙報 や 「いよの ことば」 は 貴重な 硏究资 料で、 丹原她 方言 語 集と 共に 氏の 功績 を Si る ものである。 語法 

について は大田 氏の 論文が Ei: 舉院雜 誌 三十 八卷十  一 • 十一 一 號に南 條孝國 の 名で 揭 げられ、 南豫 につ いて は 江湖 山恒明 

氏の 研究の 外に 國村 三郞 氏の 宇 和 島 語法 大略が 刊行され て 居る。 松 山 方言の アクセント につ いて は 山內干 萬太郞 氏の 

調^が 「方言」 の 第 1 1 卷 第三 號に 見えて 居る。 

音韻と 語法の 特徵 音韻 現象 は 大體に 於て 近 幾 方 言 に 近い。 一 音節 語 を 長 呼す る 傾向の ある 事 や、 「アイ」 の 二重 母 

音 は 多 く 其 原 昔 を 保存 する ief や、 「アクセント」 の 型に 於ても 近畿 方言 に 近い。 「ク" 」「 グヮ」 の 拗音 は 近 I 私 方言 より はよ 

く 保. が され 「火事」 「水 瓜」 の 如き もの を 「カジ」 「ス イカ」 と 云 ふ 事 はない。 「 力」 行 鼻濁音 は 阿波に は 分布し てゐ るが 護 

岐 5： 豫には 巾國と 同様に 存在して 居ない。 阿波の 「力」 行 轟 SIC に 就て は國 語調 茶 委員 會の 音韻 調査報告 書に は 「ぎん 

(銀) げんいん (原図) さんげん (三 等，^ 音 一一 速ナ ル時ハ 职ト中 トヲ論 ゼズ鼻 昔 -! 發音 スル所 多キガ 如シ」 と ある。 
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金 澤氏も I： 波 語法 の 中に 「連燭 音 の ぎが 0 となる の は 普通 であるが この 國で は述 濁音で なくても D と發 ー背 す る」 と あ 

るが、 これに は 例が 無い ので 如何なる 場合 を 指す のか は 不明で ある。 なほ 111： 氏 は德島 市 附近の 現象と して 「ハ」 行の 

「ヒ」 「フ 」 の發 音に 於て 「息ヲ 全部 鼻 一一 ヌ キ 發音 ス ル 」 事 を 注 意し てゐ る。 「まだ 居り ま フンで よ」。 徳島縣 では 鼻 昔 化 

の 現象 を 精 木 チタべき である。 

昔 韶 轉 訛に ついても Z  d  ri^ の 相 通が ある 事、 r シ」 が 多く  t 音の 前で 「ヒ」 となる 事、 「タノ シ ュ ム」 (so  r シ ュ 

ジ ュ ム」 (沈) の やうな 「シ」 「ジ」 が 「シ ュ」 r ジ ュ 」 となる 倾 向の ある 事、 「ク トム」 (疊) r ナ ロブ」 (並) の やうな 母 昔 不 

化 現象の ある 事^、 近畿 方言に 類似して ゐる。 

以下、 語法に ついて 述べる。  < 

キタ カメ  ？！ ナミ カタ 

德島縣 は金澤 氏に よれば 北部の 吉野川 流域の 平 祖地を 含む 北方と 勝 浦. 那賀 • 海 部の 三 郡 を 含む 海岸 部の 南方と 笑 

馬 三 好 麻梳郡 等の 山地 を 含む 山 方との 三部に 分れて 其 間に 幾分の 差異 を々 4- して ゐ ると 云 ふ。 例へば 北方で は 「思ゥ 力」 

と 云 ふのに 南方で は 「思 ゥケ」 と 云 ひ、 平坦 地で 「行 クマイ」 と 云 ふの を 山地で は 「行 キ マイ」 と 云 ふ 類で ある。 

動詞の 音便 は r コ ー テ」 (買) 「力.' テ」 (借) 「ダイ テ」 (出) であり、 形容詞の 副詞 形 は 北方で r スズシ ュ ー」 南方で r スズ 

シーこ r ス、 V シ ー」 (涼) となる。 指定の 助動詞 は 「花 ジ ャ」。 また、 「花 ジャ n  I」 は 「花 ダロ ー」 と 混 川され て eg る。 r 花 

ャ」 の 形 は 海 部 郡に のみ 行 はれる。 大阪の 「ダス」 も 稀に 行 はれる。 「ございます」 に は 「グ ヮ ス」 「ゴ ヮス」 が 使 はれる。 

打消 は 「ン」 で 「見 ン」 「見 ヱ へ ン」 と 云 ひ、 打消の 過去形 は 「ナ ンダ」 で 「聞 力 ナンダ」 「聞 力 へ ナンダ」 「問ケ へ ナ ンダ」 

の 諸 形が 行 はれて ゐる。 三 好 • 美 馬の 山地で は 「ザ ウ タ」 も 使用され る。 「泣かないで」 と 云 ふ 形 は 「泣 カイ ギ」 「泣 カン 


b:  0 方 lis 

デ」 「泣 カント」 と 云 ふが 那賀海 部 地方に は 「泣 カン ズ クー こと 云 ふ 形が ある。 敬； g の 助 動訶は r ナ ハ ル」 が 普通で 山地に 

「シヤ ル」 r サ ッ シ ャル」 が ある。 「下さい」 に當る もの は r ッ カイ」 「ッ カハ レ」 「ッカ I サイ」 の 外に 「ハイ リヨ ー」 が 「敎へ 

テ ハ ィ リヨ」 の やうに 使 はれる。 山地に は r タ モレ」 が 保存され てゐ る。 存在 • 進行 を あら はす 助動詞 は 「トル」 r ョル」 

である。 接 綺 助詞で は 「故に」 の 意で は 「ケ ン」 「ケ 一一 」 を 主と し 「キ 1 こ 「キン」 が 混じ、 海 部 郡に のみ 「サ カイ」 が ある。 

「けれども」 は 「ゲン ド」 である。 格 助詞で は 「木 を」 は r キ ュ ー」 と 音變化 をす る (未来で 「見む」 を 「見ュ ー」 と 云 ふ )o 以 

上 を大觀 して 見る と 近^ 方言と 中國 方言との 兩 方の 影響の ある 事が 分る。 

特殊な 云 ひ 方で は 美 馬、 三 好の 平坦 部で 對等 以上の 人に 對 して 「行く デカ」 (行きます か) 「止める デヮ」 (止めます) 

と、 r テカ」 r デヮ」 を 使 ふ 云 ひ 方が あり、 之 を 強く 云へば 反語と なる 「彼奴が 懲りる デカ」 (懲ります もんか )o 

また 山 方で は， ま 谷の 方： 百 は 古來、 人の 注意 を 引いて ゐる。 一 般に 山地に 特殊な 方言の 多い 事 は旣に 述べた 通りで あ 

るが、 主格の 助詞に 「ナ」 を 使 ひ、 「足 ナ だいい」 (足が だるい) と 云 ひ、 「開いたら う」 は 多く 平地で 「キイ タグ 口 ー」 と 云 

ふの を 「キ イツ 口 1-」 と 云 ふやうな 特色が ある。 

1^ 川縣も JgiLW 縣と 殆ど 大同小異 である。 例へば 形容詞の 副詞 形で は 「スズ シゥ」 (涼) より は 「ス ズシ - この 形が 多く 使 

用され、 指定に は r ジ ャ 」 が 使 はれ r グ 口 丄 「ジ ャ n 上が 使 はれる。 其 外に r ャ」 「 ャ a 1」 も 緩 歌 . 仲 多 度 • 三豐 等の 

諸 郡で 使 はれる。 打消の 過去 は 「ナ ンダ」 であるが 「ザ ツ タ」 も 綾歌 • 三豐 等の 諸 郡に ある。 接 精 助詞 は 「から」 の 意味で 

1 ケ 一二 「ゲン.？ 主と し 「キ - こ 「キン」 を も 混用し、 「けれど」 の 意味で 「ケ ンド」 「ケ ド」 を 用 ひる、 三豐 郡に は 「キン ド」 

と 云 ふ 訛 も ある。 
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敬語 助動詞に は 德島縣 と 違った ものが あるひ 「御覽 なさ 5」 と 云 ふところ を、 「ミ マイ」 「ミ ー マイ」 略して r ミ マ」 と 

云 ひ 「下さい」 を 「タレ マイ」 「タレ マセ」 と 云 ふ。 「下さい」 に は r 敎ッ セテ イタ」 と 云 ふやう に 「イタ」. と 云 ふ 言葉が 東部 

に 行 はれて ゐる。 仲 多 度. 三豐 郡で 「ッカ ー」 r ッカ サイ」 を 使 ふが 東の 諸 郡で は r ッカ ー」 の 形 を 喜ばない。 小豆 島で 

は 「ッ カハ レ」 を 使 ひ、 また 「から」 の 意味で r セ 二」 を 使 ふ、 「休 マ ンナ ランセ  一二 (休まな けり やならない から)。 香川縣 

は 調査が 不十分で よく 分らない が 東部の 地方と 西部 (仲 多 度 • 三豐) の 地方と 島魄 郡と に 分ける ことが 出來 るかと 思 は 

れ る。 

愛媛 縣 はもと 小 藩の 分れて 居た 地方 だけに、 方言 も 色々 である。 東豫 (宇 摩 • 新居 • 問 桑 • 越智) と、 中豫 (溫^^* 

5^豫 • 上 浮 穴 • 喜 多) と、 南豫 (宇 和の 四 郡) に 分ける、 特に 南 豫は高 知の 影響 もあって 特色が ある。 動詞の 音便 は r コ 

I テ」 (買) 「カツ テ」 (借) r ダ ヒテ」 (出)、 形容詞 • 副詞 形 は 「スズ シゥ」 r スズシ 二」 r ス ズシ」 で 動詞 を 修飾す る。 指定 

は r ジャ」 で r ダロ ー」 r ジ ャ 口 ー」 が 推量に 使 はれる。 宇 和 郡 だけに 「花 ダス」 r 靜 ダス」 の 「ダス」 の 形が ある。 「花 ジ ャ 

ス」 「靜ジ ャ ス」 とも 云 ふ。 「聞いたら う」 も 宇 和 郡で は 「キ イツ 口 ー」 と 云 ひ 他 は 「聞 イト 口 ー」 が 多い。 

「ございます」 に は 「ゴザ ンス」 が 使 はれ 宇 和で は 「ゴ ザス」 と 云 ふ。 打消の 過去 は 「ナ ンダ」 が 多い が 「ザ ツ タ」 を 併用す 

るの は 東 豫と大 洲藩宇 和 島 藩の 一 部で ある。 「泣かないで」 は 「ナカ イデ」 「ナカ ズ ュ 」 の 外に 「ナカ ンズ クー こが 宇 和 郡 

及 其 隣接地で 使 はれる。 敬語 助動詞 は 種々 あるが 「見 ナ ハル」 が 多く、 時に r ォ 見ル」 の やうに 接頭語 を附 ける。 宇 和で 

は 「見 ナル」 「見 サル」 「見 ナス」 とも 云 ふ。 「下さい」 は r ッカ ー サイ」 「ッカ ー」 が 廣く行 はれて 居る が 宇 和で は 「ヤン ナ 

ハイ」 「ヤン ナ サイ」 「ヤン サイ」 と 云 ふ。 接賴 助詞 は 他の ニ縣 と變ら ない。 「など」 (等) の 意 咪を表 はすに は Ik!^ 香 川 


H: ほ 方 0 

兩縣 では 近設の 「ヤコ ー」 系の r ャ カシ」 r ャ カイ」 「ヤコ シ」 等 を 用 ひるが 愛媛で は 束豫の 外で は 使 はない 0 

宇 和 島 は 上記の 如く 種々 變 つた 云 ひ 方 をす るが 「だら う」 の 意味に 「ジャ 口 ー」 の 外に r ャロ ー」 も 使 ひ、 また 「問 ケル 

口 ー 力」 「讀 メルロ ー」 などと 「口 ー」 とも 云 ふ。 n 上 に對 して よう」 「來 よう」 の 意味 を 「着 ライ.」 「クライ」 と 云 ふ 事 

も 注意され て 居る。 

. 以上の 三縣 地方の 方ず- 特に 愛媛 地方に は 中 國方ー 一 目と 類似 點の ある こと は- 「ケー こ 「ケ ン」 (故に)、 ッカ I サイ (下 

さい)、 「ザ ツ タ」 (なかった) の 使用で も 分る が、 「鳥 を」 を、 「トリ ュ ー」 と 云 はや 「起きよう」 を 「ォキ ュ ー」 と は 云 まな 

い。 

耍す るに 阿 證豫區 の 方言に は 近 幾 方言と 中國方 1  一一 口との 兩 影響 を 見る Ig- が 出来る。 宇 和 島 は 高 知の 精 多 方言に  一 

ると ころがあって、 或は 之 は 次の 土 佐^に 入れても よい かも 知れない。 

〔二〕 土佐區 方言 

研究. 文 獻 十； _ ^-は 特殊な 方言 を 持って ゐ るので s= 名で あるに も拘ら す、 從來 あまり 文獻 のない 地方で ある。 音韻 

につい て は 音 聲學 協會々 報に，： お 淵 - 服部兩 氏の 報告が あるが、 「方言」 第 四 f 第一 ー號 • 第 十二 號に 見える 佐 藤 仙 一 郞氏 

の 論文 が 詳し い。 外に アクセントに 就て は 露 人 ボリ ヮノフ 氏の 研究が あり、 譯 文が 方言 第 一 ー卷第 八號 に 兑 え る。 

語法に ついては 國 雜誌 第三 十八 卷 第三 號に大 S 榮太郞 氏の 高知縣 語法 大略が 載せて ある (si 氏に も 研究が あ 

る暂 であるが、 まだ 發 表されて ない )o 語彙で は 橘 詰延壽 氏が 高知敎 育に 速戟 中で 五六 千， になる やうで ある。 その 

外に、 高知縣 中、 異色の ある 幡多 方言に ついては 中 平悅磨 氏の 論文が あり、 高 知 市に ついては、 やがて 土 井 八 枝 子 氏 
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の 研究が 單行 本と なって 發 行され る 害で ある。 

音韻と 語法の 特徵 土 佐 方言と 云 ふと 誰も 云 ふ 事 は 「ジ」 と r チ」、 r ズ」 と 「ヅ」 との 間に 151^ の あると 云 ふ 現象で あ 

る。 之は淸 音に 於ても 「ッ」 音 はれで 時 に^も 發 音され る。 「ヅ」は^^でぁるが時に，§と發音され從って「ヅ」と「ズ」( g) 

との 區別は 明瞭で ある。 r ジ」 「ヂ」 は それほど ではない が區 別が あり 所謂、 假名 遣と 一 致し rii」 と 「涛」 と 「地 藏」 との 

三 語が 人に よって 一致して ゐ ない。 「力」 行 濁音 は 語頭 語 間 共に g であって 鼻獨音 はない。 然るに この d  gij 曰の 前の 

母音 は必す 鼻音 化される (幡多 郡で は 鼻音 化されない)、 但し Z  b 音の 前の 母音 は 鼻音 化されない。 叉、 ^^，氏にょ 

ると n  S 音と 音節 を 作る 場合に は 母音 は 常に 鼻音 化される さう である。 

土 佐 人 は 正確な 發音を 誇と して ゐ るが 甚だ 不思議な の は 阿讃豫 方言と 異なり 「力」 「タノ」、 「ガ」 「グ ヮ」 を せす 

大體 「力」 r ガ」 で發 音す る、 伍し 高 岡 郡 以西で は 「ク ヮ」 r グ.' 」 を發音 すると 云 ふが 一 般 的に は 云へ ないやう である。 

1 一 重母音の 「 H ィ」 は 多く は r ェ ィ」 と發 音され る • 但し 「メ ィ」 は 「メ ー」 と 長音 化する と 云 ふ 0 

その他 注意す ベ き 事 を あげる と m が b に變 化する 冽 は 各地に 其 例が 乏しくな いが、 土 佐に は 其 反對の 「ァ ムラ」 (油) 

「ミ ョ I ブ」 (屛 風) r メ ツ ピ ン」 (別 嬉) などの 例の あるの は 珍しい。 

r チ」 r ジ」 「ズ」 「ヅ」 を區 別したり、 「エイ」 を 長音 化しない 事 や r ス ナ ハ チ」 (卽) の r ハ」 の 原音 を 保存す るな ど 九州 

方言に 似た 點も あるが、 一 方 「アイ」 の 一 一重 母音 を 原音の ままに 保存したり、 「セ」 「ゼ」 を r シご 「ジ ごと^ら ないやう 

な 相違 點も ある。 されば とて、 近 幾 方言の やうに 一音節 語 を 長 呼せ す、 この 點は阿 讚 豫方霄 と 違 ひ、 アクセント も大 

體は近 幾 系で あるが 一史に 複雜な ことが ボリ ヮノフ 氏に よつ て 報告され てゐ る。 土；^ 方言 は 前に も 述べた 1€~ り、 ，多言 


TO:  5- 方 き 3 

ヒガシ 

紫と、 東 言葉 (幡多 郡 以外の 諸 郡の 方言) とに 分れる が、 ァクセ ン トに 於て はこの 兩 者に はかなり な 相違が 認められて 

ゐる。 

語法から ると、 土 佐 方言 は 阿讚豫 方言に 比べて 頗る 中 國 方言に 近い。 「ョ ー デ」 (讀ん で) r ト ー デ」 (飛んで) の 音 匣 

形、 「聞 カザ ッ タ」 の 打消の 過去形、 「聞 イツ 口  ！■」 (聞いたら う)、 「見 ン サル」 「見 ナ ー ル」 「見サ ツ シ ャ ル」 (御 覽 なさ 

る)、 「泣 力 ンヅク 二 」 「泣 力 ンヅッ 一一 」 (泣かないで) の 存在な ど は 之を證 する。 

「花 ヂ ャ」 や 「花 ヂ ャ a 1」 「花 ャ 口  ！•」 「花ダ 口  1」 は 他と 相違 はない が 「讀 める だら う」 を 「ョ メルロ ー」 と 云 ふの も 中 

國 方言に も ある 例で ある。 形容詞なら 「無 イロ 1-」 と 云 ふやうな 云 ひ 方 をす る。 

然るに 一 方で は r ケ 一 こ r ケ ン」 の接續 助詞 を 喜ばす 寧ろ 「キ 二」 「キン」 を 使 ひ、 「ケ ー ド」 (けれど) より はや はり 「ケ 

ンド」 を 使 ふ。 

特殊な 云 ひ 方と して は 「下さい」 の 意に r 敎へ テオ ー セ」 「敎へ ト，. 'セ」 と 云 ひ、 「屹度… だら う」 の 意に 「漉 ィ 二 カァラ 

ン」 「御祭 一一 カァ ラン」 と 云 ふ、 「行く」 を 強めて 「行く とも」 と 云 ふ處を 「イカ イデ」 と 云 ふ。 

許された 頁 數は旣 にっきた。 本州 西部 方言 を これ だけの 頁 數に牧 めた ので 云 は 注意事項の 列擧 となった の は 止む 

を 得ない が、 た i -、 單 語の 分布に ついて 一 言も費さなかった事特に代名，^lゃ句尾の終助辭等， 方言 的 特色の ある もの 

も 省いた の は申譯 ない。 切に 読者の 御 諒恕を 仰ぐ。 
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